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平
成
28
年
１
月
か
ら
、個
人
番
号
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）を
利
用
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
交
付
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
、

全
国
ど
こ
に
い
て
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、仕
事
の
帰
り
や
、休
日
に
急
に
必
要
に
な
っ
た
と
き
な
ど
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
手
続
き
に
市
役
所
へ
訪
れ
た
辻
智
美
さ
ん（
宮
竹
町
）も
、

「
こ
れ
か
ら
は
、市
役
所
の
開
庁
時
間
を
気
に
し
な
い
で
手
続
き
が
で
き
る
の
で
助
か
り
ま
す
！
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
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今定例会は、9月１日（火）から17日（木）までの17日間
の会期で開かれました。市長から提出された議案27件
及び報告３件、議会が提出した議案４件については可決・
認定しましたが、請願2件については不採択となりまし
た。主な議案の内容は以下のとおりです。

「空家等対策の推進に関する特別措置法」施行に基づき、
「空家等対策計画」を作成し、空家等に関する施策を総合
的かつ計画的に推進するため能美市空家等対策協議会が設
置されることになりました。この協議会では、「空家等対
策計画」の作成や変更、実施に関することをはじめ、特定
空家等に対する措置に関することについてを審議するもの
です。
協議会の委員構成は、市長を含めた15人以内で組織し、
任期は２年となります。

平成27年9月定例会

●能美市空家等対策協議会条例の制定

空家等対策計画の作成等に関する事項を審議する
協議会が設置されます

ックアップピ

　市長から提出された議案や請願は、４つの常任委員会に付
託し、より詳細な審査を行っています。主な審査内容は次の
とおりです。（予算決算に関する審査内容はP4～5に掲載）

「安全保障関連法案」の撤回を求
める意見書の提出を求める請願

日本をめぐる安保環境は厳しくなって
きている。この法案がなければ、国民
を守ることはできず、切れ目のない法

整備は必要。このような重要な案件は、国会
で十分な議論を尽くすべきことであり、地方
議会での判断は避けるべき。

年金削減の取りやめと
最低保障年金制度の実現を
求める請願

社会保障の公費負担は、国の財政の大
きな部分を占め、その４割は国債で賄
われている。将来世代に過重な借金を

残さずに、年金制度を持続可能にするため、
経済情勢に応じたマクロ経済スライドは必要。

マクロ経済スライドは今回初めて発動
されたが、物価が2.7％上がっている
にもかかわらず年金は0.9％しか上が

らず、年金者の生活が保たれるのか懸念がある。

能美市空家等対策協議会条例の
制定
空家等に関する施策を総合的かつ計画的に推
進するための協議会を設置することに関し必
要な事項を条例で定めるもの。

Q　協議会に関係者の出席を求めることがで
きると規定されているが、その関係者とは
空き家の当事者なのか

A　当事者ではなく、地元町会の方や建築関
係者等に出席を求めるものである

委員会審査報告

近藤　啓子、北野　　哲
近藤　　博、仙台　謙三

議長を除く全議員

山口　慧子、居村　清二
開道　昌信、山本　　悟

杉田　隆一、森　　善克
田中大佐久嵐　　昭夫

田中策次郎

橋本　崇史

倉元　正順

東　　正幸

南山　修一

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

嵐　　昭夫居村　清二予算決算

総　務

総　務

▲空家を利活用して営まれている雑貨店（徳山町）

平成28年1月以降に発行される▶
個人番号カード（見本） 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律の施行に伴い、平成28年1月から、個人番号カー
ド（マイナンバーカード）を利用して、コンビニエンスストア
でも印鑑登録証明書の交付を申請することができるようになり
ます。

●能美市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正

印鑑登録証明書の交付申請を
コンビニエンスストアでも
できるようになります

▲増加する外国人観光客に向けた環境整備が必要と
　されています

平成27年度能美市一般会計補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ4億5,500万円を追加し、
予算総額が239億500万円となりました。また、辰口地区の地下水の水位低下に伴う対策費として、水道事
業会計及び工業用水道事業会計の2事業会計に約5億4,000万円が追加補正され、新たに井戸を3本掘削する
工事費等が予算計上されました。
なお、一般会計補正予算の主な内容については、次のとおりであり、これらの財源は、国・県支出金のほ
か、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入、市債が充てられます。

●社会保障・税番号制度システム整備費…………19,095千円
社会保障・税番号制度の運用開始に向けたシステム改修費

●水道事業会計繰出金 ……………………………153,000千円
●工業用水道事業会計繰出金 ……………………  14,000千円
辰口地区の地下水の水位低下に伴う緊急対策事業費の一部
を繰り出す繰出金

●観光事業振興助成費 ……………………………… 1,800千円
外国人観光客に対応するために民間事業者等が実施する環
境整備に対する補助金

●スポーツ施設耐震補強事業 ……………………… 9,192千円
泉台スポーツセンター及び物見山総合体育館の吊り天井耐
震化を図るための実施設計費

●平成27年度能美市一般会計補正予算
●平成27年度能美市水道事業会計補正予算
●平成27年度能美市工業用水道事業会計補正予算

辰口地区の地下水の水位低下に伴う対策費として
約5億4,000万円を追加補正

ウィルス性肝炎患者に対する医療費助成は、一部の治療に限定されており、より重篤化した肝硬変・肝が
んに対する治療自体に対する助成制度が存在しないほか、現在の障害者手帳の認定基準は肝炎患者の病状に
合致する基準となっていないため、ウィルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度の創設と患者の病態に
応じた障害者認定制度にすることを国に強く要望しました。
また、認知症高齢者が住み慣れた地域の環境のもとで、自分らしく暮らし続けることができるよう認知症
に対する取り組みの充実強化を国に強く求めました。

●ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
●認知症への取り組みの充実強化に関する意見書

２件の意見書を国の関係機関に提出しました

教育
福祉

賛成
討論

反対
討論

反対
討論
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健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
る
と
言
え
る
。

今
後
の
課
題
や
対
策
は
。

　
歳
入
面
で
は
、
普
通
交
付
税
の
大
幅

な
減
額
問
題
が
課
題
で
あ
り
、
歳
出
面

で
は
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や
公
共
施

設
の
老
朽
化
が
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、

歳
出
面
を
切
り
詰
め
る
か
、
そ
の
他
の

財
源
で
穴
埋
め
す
る
か
、
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
が
大
変
難
し

い
問
題
で
あ
る
。

　市の決算は、市長から市議会の審査にゆだねられます。市議会では、議長を除いた全議員で予算決算常任委員会を設置。全体会や３
つの分科会において、市の予算が適正に使われたかどうかを詳細に審査しました。
　審査の結果、平成26年度決算については、一般会計及び国民健康保険特別会計や介護保険特別会計などすべての会計が適正であ
ると認定されました。
　また、平成27年度補正予算の審査についても、この予算決算常任委員会で審査を行い、すべての会計で補正予算が可決されました。
　なお、主な審査内容は次の通りです。

「使い道」を厳しく審査「使い道」を厳しく審査
～平成26年度決算の審査結果～
能美市のお金

～平成26年度決算の審査結果～
能美市のお金

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
効

果
的
に
利
用
し
て
い
る

の
か
。

　
特
定
健
康
診
査
の
結
果
に
基
づ
き
医

療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
た
方
の

受
診
状
況
の
確
認
や
生
活
習
慣
病
治
療

中
の
方
が
治
療
を
中
断
し
て
い
な
い
か

の
確
認
等
に
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
利
活

用
し
て
い
る
。

◆
能
美
市
立
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

一
般
病
床
の
利
用
率
が

68
．７
％
で
あ
る
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

　
全
体
の
利
用
率
が
73
．９
％
で
あ
る

こ
と
と
、
一
般
病
床
に
つ
い
て
は
決
し

て
良
い
数
字
と
は
捉
え
て
お
ら
ず
、
医

師
の
確
保
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
体

制
、
広
報
誌
の
有
効
活
用
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

仏
大
寺
町
の
公
民
館
を

新
築
す
る
際
の
地
元
負

担
は
。

　
建
築
費
３
，２
５
０
万
円
の
う
ち
、

宝
く
じ
助
成
金
か
ら
１
，５
０
０
万
円
、

火
災
保
険
金
１
，１
０
０
万
円
を
地
元

負
担
金
と
し
、
残
り
６
５
０
万
円
を
市

補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
。
そ
の
他
の

旧
公
民
館
の
解
体
工
事
及
び
整
地
費
、

工
事
実
施
設
計
及
び
監
理
費
、
登
録
事

務
に
係
る
手
数
料
、
備
品
購
入
費
な
ど

の
費
用
３
０
０
万
円
余
に
つ
い
て
は
、

地
元
負
担
に
な
る
。

固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
が
２
億
円
以
上
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
展
望
は
ど
う
か
。

　
県
内
の
経
済
は
回
復
し
て
い
る
と
い

う
な
か
で
、
能
美
市
内
の
企
業
に
お
い

て
も
設
備
増
強
の
予
定
が
見
込
ま
れ
る

が
、
償
却
資
産
の
大
き
な
増
額
は
見
込

め
な
い
。

冠
水
対
策
調
査
実
施
に

よ
る
今
後
の
対
応
は
。

　
福
島
町
と
下
ノ
江
町
で
冠
水
対
策
調

査
を
行
っ
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

排
水
施
設
の
能
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
、

長
時
間
に
わ
た
る
集
中
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
放
流
先
で
あ
る
「
西
川
」
と
「
西

川
用
水
」
の
水
位
が
上
昇
し
た
と
き
に

は
、
排
水
し
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
新
た
な
調
整

池
等
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
西
川
」
の

抜
本
的
な
解
決
に
は
「
西
川
」
・
「
熊

田
川
」
の
手
取
川
合
流
部
で
の
治
水
対

策
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
国
及
び
県
に

対
し
て
早
期
の
対
策
を
図
る
よ
う
要
望

し
て
い
き
た
い
。

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
向
け
て
取
り
組

ん
だ
効
果
は
。

　
胃
が
ん
検
診
の
開
始
年
齢
で
あ
る
40

歳
の
前
年
と
な
る
39
歳
の
方
を
対
象
に

胃
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
検
査
を
実
施
し

た
こ
と
が
、
検
診
受
診
へ
の
意
識
づ
け

に
繋
が
り
、
翌
年
度
の
検
診
で
は
、
40

歳
の
受
診
率
が
29
．５
％
か
ら
56
．１
％

と
飛
躍
的
に
伸
び
た
。

人
事
評
価
制
度
を
再
構

築
し
た
理
由
は
何
か
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
と
同
じ
や
り
方
で

業
績
評
価
を
行
っ
て
き
た
が
、
数
値
目

標
の
設
定
が
困
難
な
自
治
体
業
務
に

あ
っ
て
は
、
目
標
設
定
の
や
り
方
を
見

直
す
時
期
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
。

も
の
づ
く
り
中
小
企
業

技
術
開
発
支
援
補
助
金

の
実
績
が
少
な
い
。
何

か
改
善
し
た
こ
と
は
あ

る
の
か
。

　
該
当
企
業
に
お
い
て
は
申
請
に
係
る

計
画
策
定
が
で
き
な
い
諸
事
情
等
の
実

態
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
年
度
は
、

商
工
会
報
に
同
封
し
た
補
助
金
の
チ
ラ

シ
に
、
計
画
が
難
し
い
事
業
に
お
い
て

も
、
気
軽
に
相
談
に
応
じ
る
旨
を
記
載

し
改
善
を
図
っ
た
。

市
民
意
向
調
査
を
ど
う

活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
各
種
の
実
施
計
画
策
定
時
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
調
査
や
様
々
な
統
計
デ
ー
タ
と

合
わ
せ
、
多
面
的
な
角
度
か
ら
分
析
を

行
い
、
財
政
面
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

必
要
な
戦
略
や
施
策
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

▲今年3月に完成したJR能美根上駅▲仏大寺公民館竣工式を終えてみんなで記念撮影

◀
自
ら
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、

　定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
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◆
一
般
会
計
決
算
認
定

平
成
26
年
度
一
般
会
計

決
算
の
評
価
は
。

　
歳
入
歳
出
と
も
前
年
度
に
続
き
過
去

最
高
額
と
な
っ
た
。
歳
入
面
で
は
個

人
・
法
人
市
民
税
が
好
調
に
推
移
し
、

合
併
来
最
高
で
あ
っ
た
昨
年
同
様
の
税

収
を
確
保
で
き
た
。
歳
出
面
で
は
建
設

計
画
に
基
づ
く
保
育
園
の
統
廃
合
や

J
R
能
美
根
上
駅
の
建
設
等
に
よ
り
普

通
建
設
事
業
が
過
去
最
高
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
も
選
択
と
集
中
に

よ
る
事
業
の
精
査
を
実
施
し
て
き
た
。

　
経
常
収
支
比
率
の
減
少
を
は
じ
め
、

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
が

早
期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
る
数

値
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、

健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
る
と
言
え
る
。

今
後
の
課
題
や
対
策
は
。

　
歳
入
面
で
は
、
普
通
交
付
税
の
大
幅

な
減
額
問
題
が
課
題
で
あ
り
、
歳
出
面

で
は
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や
公
共
施

設
の
老
朽
化
が
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、

歳
出
面
を
切
り
詰
め
る
か
、
そ
の
他
の

財
源
で
穴
埋
め
す
る
か
、
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
が
大
変
難
し

い
問
題
で
あ
る
。

　市の決算は、市長から市議会の審査にゆだねられます。市議会では、議長を除いた全議員で予算決算常任委員会を設置。全体会や３
つの分科会において、市の予算が適正に使われたかどうかを詳細に審査しました。
　審査の結果、平成26年度決算については、一般会計及び国民健康保険特別会計や介護保険特別会計などすべての会計が適正であ
ると認定されました。
　また、平成27年度補正予算の審査についても、この予算決算常任委員会で審査を行い、すべての会計で補正予算が可決されました。
　なお、主な審査内容は次の通りです。

「使い道」を厳しく審査「使い道」を厳しく審査
～平成26年度決算の審査結果～
能美市のお金

～平成26年度決算の審査結果～
能美市のお金

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
効

果
的
に
利
用
し
て
い
る

の
か
。

　
特
定
健
康
診
査
の
結
果
に
基
づ
き
医

療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
た
方
の

受
診
状
況
の
確
認
や
生
活
習
慣
病
治
療

中
の
方
が
治
療
を
中
断
し
て
い
な
い
か

の
確
認
等
に
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
利
活

用
し
て
い
る
。

◆
能
美
市
立
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

一
般
病
床
の
利
用
率
が

68
．７
％
で
あ
る
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

　
全
体
の
利
用
率
が
73
．９
％
で
あ
る

こ
と
と
、
一
般
病
床
に
つ
い
て
は
決
し

て
良
い
数
字
と
は
捉
え
て
お
ら
ず
、
医

師
の
確
保
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
体

制
、
広
報
誌
の
有
効
活
用
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

仏
大
寺
町
の
公
民
館
を

新
築
す
る
際
の
地
元
負

担
は
。

　
建
築
費
３
，２
５
０
万
円
の
う
ち
、

宝
く
じ
助
成
金
か
ら
１
，５
０
０
万
円
、

火
災
保
険
金
１
，１
０
０
万
円
を
地
元

負
担
金
と
し
、
残
り
６
５
０
万
円
を
市

補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
。
そ
の
他
の

旧
公
民
館
の
解
体
工
事
及
び
整
地
費
、

工
事
実
施
設
計
及
び
監
理
費
、
登
録
事

務
に
係
る
手
数
料
、
備
品
購
入
費
な
ど

の
費
用
３
０
０
万
円
余
に
つ
い
て
は
、

地
元
負
担
に
な
る
。

固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
が
２
億
円
以
上
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
展
望
は
ど
う
か
。

　
県
内
の
経
済
は
回
復
し
て
い
る
と
い

う
な
か
で
、
能
美
市
内
の
企
業
に
お
い

て
も
設
備
増
強
の
予
定
が
見
込
ま
れ
る

が
、
償
却
資
産
の
大
き
な
増
額
は
見
込

め
な
い
。

冠
水
対
策
調
査
実
施
に

よ
る
今
後
の
対
応
は
。

　
福
島
町
と
下
ノ
江
町
で
冠
水
対
策
調

査
を
行
っ
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

排
水
施
設
の
能
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
、

長
時
間
に
わ
た
る
集
中
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
放
流
先
で
あ
る
「
西
川
」
と
「
西

川
用
水
」
の
水
位
が
上
昇
し
た
と
き
に

は
、
排
水
し
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
新
た
な
調
整

池
等
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
西
川
」
の

抜
本
的
な
解
決
に
は
「
西
川
」
・
「
熊

田
川
」
の
手
取
川
合
流
部
で
の
治
水
対

策
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
国
及
び
県
に

対
し
て
早
期
の
対
策
を
図
る
よ
う
要
望

し
て
い
き
た
い
。

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
向
け
て
取
り
組

ん
だ
効
果
は
。

　
胃
が
ん
検
診
の
開
始
年
齢
で
あ
る
40

歳
の
前
年
と
な
る
39
歳
の
方
を
対
象
に

胃
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
検
査
を
実
施
し

た
こ
と
が
、
検
診
受
診
へ
の
意
識
づ
け

に
繋
が
り
、
翌
年
度
の
検
診
で
は
、
40

歳
の
受
診
率
が
29
．５
％
か
ら
56
．１
％

と
飛
躍
的
に
伸
び
た
。

人
事
評
価
制
度
を
再
構

築
し
た
理
由
は
何
か
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
と
同
じ
や
り
方
で

業
績
評
価
を
行
っ
て
き
た
が
、
数
値
目

標
の
設
定
が
困
難
な
自
治
体
業
務
に

あ
っ
て
は
、
目
標
設
定
の
や
り
方
を
見

直
す
時
期
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
。

も
の
づ
く
り
中
小
企
業

技
術
開
発
支
援
補
助
金

の
実
績
が
少
な
い
。
何

か
改
善
し
た
こ
と
は
あ

る
の
か
。

　
該
当
企
業
に
お
い
て
は
申
請
に
係
る

計
画
策
定
が
で
き
な
い
諸
事
情
等
の
実

態
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
年
度
は
、

商
工
会
報
に
同
封
し
た
補
助
金
の
チ
ラ

シ
に
、
計
画
が
難
し
い
事
業
に
お
い
て

も
、
気
軽
に
相
談
に
応
じ
る
旨
を
記
載

し
改
善
を
図
っ
た
。

市
民
意
向
調
査
を
ど
う

活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
各
種
の
実
施
計
画
策
定
時
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
調
査
や
様
々
な
統
計
デ
ー
タ
と

合
わ
せ
、
多
面
的
な
角
度
か
ら
分
析
を

行
い
、
財
政
面
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

必
要
な
戦
略
や
施
策
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

▲今年3月に完成したJR能美根上駅▲仏大寺公民館竣工式を終えてみんなで記念撮影

◀
自
ら
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、

　定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
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　９月17日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　一般会計決算額は 255 億 7,700 万円余りと大型決算額となっており、人口５万人
弱の市としては規模が大きすぎる。公共事業という点では、合併以来進めてきたもの
が多く、また、合併以前からある公共施設やライフラインに関わる施設の老朽化対策
が必要で多額の予算がかかる。その上不要不急の事業に予算を費やすと、子や孫に大
きなツケを残すことになるので、事業の見直しを考えるべき。

反  対
山口 慧子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長（米田敏勝）は採決に加わりません。
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　条例関係の８議案については、法律の制定や改正に伴うもの、新しく事業を実施す
るために所要の改正を行うもので、いずれも適切に対処された内容である。補正予算
に関する議案も、緊急性があり、既決予算を流用して対応を済ませた事業に対する補
正や今後確実に追加が見込まれる必要最小限の事業にとどめ歳出額の抑制に努めら
れている。決算認定も事業目的達成のために適正に執行されている。よって、すべての
議案において賛同できる。

賛  成
田中 大佐久

議 員
(能美保守の会)

賛  成
開道 昌信

議 員
(真政会)

● 市長提出全議案

　平成 26 年度決算において、財政調整基金を取り崩すことなく、さらに減債基金や
建設計画促進基金にも積み増しが出来たことは、今後の財政運営を考える上で、大い
に評価したい。
　負債の全貌や基金の現状を顧みれば、ここ数年の、全庁を挙げた行政の体質改善の
成果が表れているものと評価できるので賛成する。

能美市個人情報保護条例の一部を改正する条例
能美市職員定数条例の一部を改正する条例
能美市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正
する条例
能美市手数料条例の一部を改正する条例
平成27年度能美市一般会計補正予算（第１号）
平成26年度能美市一般会計歳入歳出決算認定
平成26年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
平成26年度能美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算認定
平成26年度能美市水道事業会計決算認定
平成26年度能美市公共下水道事業会計決算認定
平成26年度国民健康保険能美市立病院事業会計決算
認定 
「安全保障関連法案」の撤回を求める意見書の提出を
求める請願
年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求め
る請願

　委員会は、議案や請願の審査を行うほかに、所管に属する事務について調査活動を行うことができます。
　能美市議会では、常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを定め、委員会を通じて調査研究や意見交換
などを行ってきました。定例会最終日には各常任委員長が所管事務調査の内容を報告。行政に対して政策提
言を行いました。
　調査報告の主な内容は次のとおりです。

　能美市では、団塊世代が75歳以上となる2025
年に向け、医療・介護・予防・住まい・生活支
援が包括的に確保される体制「地域包括ケアシ
ステム」の構築が進められている。
　健康寿命を延ばすため、能美市がこれまで力
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所 管 事 務 調 査

な
い
か
を
研
究
し
た
。
能
美
市
の
子
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て
支
援
策
は
県
内
の
他
自
治
体
と
比
べ

て
も
魅
力
あ
る
取
り
組
み
は
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て
い

る
が
、
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子
家
庭
に
は
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更
に
恩
恵
が

あ
る
よ
う
な
施
策
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打
ち
出
す
べ
き
と
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意
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が
あ
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た
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ま
た
、
５
年
前
と
比
較
し
て
、
20
歳

前
後
の
女
性
が
市
外
に
流
出
し
て
い
る

傾
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
学

を
卒
業
し
た
あ
と
に
能
美
市
内
で
就
職

で
き
る
環
境
づ
く
り
や
結
婚
を
前
提
と

し
た
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
等
、
若

年
女
性
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
施

策
が
必
要
で
あ
り
、
能
美
市
版
総
合
戦

略
に
盛
り
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
能
美
市
で
は
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に
６
次
産
業
加
工

品
と
し
て
、
加
賀
丸
い
も
を
使
っ
た
焼

酎
「
の
み
よ
し
」
や
ご
は
ん
ば
〜
が
、

は
と
む
ぎ
茶
、
ゆ
ず
ド
リ
ン
ク
な
ど
25

品
目
以
上
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
丸
い
も
農
家
・
生
産
量
の
減

少
、
ゆ
ず
の
木
の
老
化
や
隔
年
で
の
ゆ

ず
生
産
量
の
大
き
な
変
動
、
販
路
開
拓

な
ど
の
課
題
が
多
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
安
定
し
た
農
業
経
営
が
図
ら
れ
農
業

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
新
規

就
農
者
の
掘
り
起
し
で
人
材
の
育
成
、

確
保
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
施

策
と
し
て
、
新
た
な
戦
略
作
物
を
開
発

す
る
こ
と
に
加
え
、
既
存
の
農
産
物
や

６
次
産
業
加
工
品
に
つ
い
て
、
商
品
価

値
を
上
げ
る
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
こ
と
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

促
進
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
新
た
な
助

成
制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
提
案
し
た
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

若
年
女
性
の
流
出
に

歯
止
め
を
か
け
よ

「
農
業
の
６
次
産
業
化
推
進
」

６
次
産
業
加
工
品
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を

「介護・高齢者支援」
互助の精神を推進

するための支援を

を入れてきた健診などの「予防」にさらに力を
入れることと、生活支援・介護予防・社会参加
を中心とした「支えあいの地域づくり」を市内
全域に広げることが必要だとの結論に至った。
　「自助」「共助」「公助」の「三助」の考え
方に「互助」が加わり、近所の助け合いやボラ
ンティア、住民組織の活動を行う「互助」の精
神が大きな力となる。行政としては、そのため
の支援がますます重要となってくるのではない
かということを提案した。

● 平成26年度能美市一般会計決算認定総

　務

産
業
経
済

教育福祉
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　９月17日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　一般会計決算額は 255 億 7,700 万円余りと大型決算額となっており、人口５万人
弱の市としては規模が大きすぎる。公共事業という点では、合併以来進めてきたもの
が多く、また、合併以前からある公共施設やライフラインに関わる施設の老朽化対策
が必要で多額の予算がかかる。その上不要不急の事業に予算を費やすと、子や孫に大
きなツケを残すことになるので、事業の見直しを考えるべき。

反  対
山口 慧子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長（米田敏勝）は採決に加わりません。

杉
田

　隆
一

山
口

　慧
子

近
藤

　啓
子

東

　
　正
幸

米
田

　敏
勝

倉
元

　正
順

北
野

　
　哲

居
村

　清
二

南
山

　修
一

嵐

　
　昭
夫

開
道

　昌
信

田
中
策
次
郎

橋
本

　崇
史

近
藤

　
　博

森

　
　善
克

田
中
大
佐
久

山
本

　
　悟

仙
台

　謙
三

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

●

●

‐
‐

‐

‐
‐
‐
‐

‐

‐
‐

‐

‐

‐

●
●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

○

○

●
●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

○

○

　条例関係の８議案については、法律の制定や改正に伴うもの、新しく事業を実施す
るために所要の改正を行うもので、いずれも適切に対処された内容である。補正予算
に関する議案も、緊急性があり、既決予算を流用して対応を済ませた事業に対する補
正や今後確実に追加が見込まれる必要最小限の事業にとどめ歳出額の抑制に努めら
れている。決算認定も事業目的達成のために適正に執行されている。よって、すべての
議案において賛同できる。

賛  成
田中 大佐久

議 員
(能美保守の会)

賛  成
開道 昌信

議 員
(真政会)

● 市長提出全議案

　平成 26 年度決算において、財政調整基金を取り崩すことなく、さらに減債基金や
建設計画促進基金にも積み増しが出来たことは、今後の財政運営を考える上で、大い
に評価したい。
　負債の全貌や基金の現状を顧みれば、ここ数年の、全庁を挙げた行政の体質改善の
成果が表れているものと評価できるので賛成する。

能美市個人情報保護条例の一部を改正する条例
能美市職員定数条例の一部を改正する条例
能美市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正
する条例
能美市手数料条例の一部を改正する条例
平成27年度能美市一般会計補正予算（第１号）
平成26年度能美市一般会計歳入歳出決算認定
平成26年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
平成26年度能美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算認定
平成26年度能美市水道事業会計決算認定
平成26年度能美市公共下水道事業会計決算認定
平成26年度国民健康保険能美市立病院事業会計決算
認定 
「安全保障関連法案」の撤回を求める意見書の提出を
求める請願
年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求め
る請願

　委員会は、議案や請願の審査を行うほかに、所管に属する事務について調査活動を行うことができます。
　能美市議会では、常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを定め、委員会を通じて調査研究や意見交換
などを行ってきました。定例会最終日には各常任委員長が所管事務調査の内容を報告。行政に対して政策提
言を行いました。
　調査報告の主な内容は次のとおりです。

　能美市では、団塊世代が75歳以上となる2025
年に向け、医療・介護・予防・住まい・生活支
援が包括的に確保される体制「地域包括ケアシ
ステム」の構築が進められている。
　健康寿命を延ばすため、能美市がこれまで力
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意
見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
５
年
前
と
比
較
し
て
、
20
歳

前
後
の
女
性
が
市
外
に
流
出
し
て
い
る

傾
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
学

を
卒
業
し
た
あ
と
に
能
美
市
内
で
就
職

で
き
る
環
境
づ
く
り
や
結
婚
を
前
提
と

し
た
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
等
、
若

年
女
性
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
施

策
が
必
要
で
あ
り
、
能
美
市
版
総
合
戦

略
に
盛
り
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
能
美
市
で
は
、
既
に
６
次
産
業
加
工

品
と
し
て
、
加
賀
丸
い
も
を
使
っ
た
焼

酎
「
の
み
よ
し
」
や
ご
は
ん
ば
〜
が
、

は
と
む
ぎ
茶
、
ゆ
ず
ド
リ
ン
ク
な
ど
25

品
目
以
上
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
丸
い
も
農
家
・
生
産
量
の
減

少
、
ゆ
ず
の
木
の
老
化
や
隔
年
で
の
ゆ

ず
生
産
量
の
大
き
な
変
動
、
販
路
開
拓

な
ど
の
課
題
が
多
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
安
定
し
た
農
業
経
営
が
図
ら
れ
農
業

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
新
規

就
農
者
の
掘
り
起
し
で
人
材
の
育
成
、

確
保
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
施

策
と
し
て
、
新
た
な
戦
略
作
物
を
開
発

す
る
こ
と
に
加
え
、
既
存
の
農
産
物
や

６
次
産
業
加
工
品
に
つ
い
て
、
商
品
価

値
を
上
げ
る
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
こ
と
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

促
進
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
新
た
な
助

成
制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
提
案
し
た
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

若
年
女
性
の
流
出
に

歯
止
め
を
か
け
よ

「
農
業
の
６
次
産
業
化
推
進
」

６
次
産
業
加
工
品
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を

「介護・高齢者支援」
互助の精神を推進

するための支援を

を入れてきた健診などの「予防」にさらに力を
入れることと、生活支援・介護予防・社会参加
を中心とした「支えあいの地域づくり」を市内
全域に広げることが必要だとの結論に至った。
　「自助」「共助」「公助」の「三助」の考え
方に「互助」が加わり、近所の助け合いやボラ
ンティア、住民組織の活動を行う「互助」の精
神が大きな力となる。行政としては、そのため
の支援がますます重要となってくるのではない
かということを提案した。

● 平成26年度能美市一般会計決算認定総

　務

産
業
経
済

教育福祉
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手
取
川
濁
水

手
取
川
の
濁
水
に
よ
る
市
内
農
業

用
水
路
の
土
砂
堆
積
等
の
状
況
は

影
響
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
51
集
落

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
回

答
が
得
ら
れ
た
47
集
落
の
う
ち
、
濁
水

に
よ
る
土
砂
の
堆
積
が
見
ら
れ
た
の
は

41
集
落
で
あ
っ
た
。
堆
積
土
砂
の
状
況

は
、
10
セ
ン
チ
未
満
が
26
集
落
、
10
セ

ン
チ
以
上
20
セ
ン
チ
未
満
が
10
集
落
、

20
セ
ン
チ
以
上
が
３
集
落
で
あ
っ
た
。

土
砂
を
取
り
除
く
作
業
に
対
し
て

の
支
援
は

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
多
面
的
機

能
支
払
い
に
加
入
し
て
い
る
集
落

に
つ
い
て
は
、
泥
上
げ
以
外
の
共
同
活

動
に
支
障
が
出
な
い
範
囲
内
で
あ
れ
ば

そ
の
交
付
金
を
使
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

多
面
的
機
能
支
払
い
に
加
入
し
て
い
な

い
集
落
等
に
つ
い
て
は
、
支
援
が
必
要

で
あ
り
予
算
の
範
囲
内
で
対
応
を
考
え

て
い
る
。

額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
執
行
状

況
を
鑑
み
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
対
策

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
状
況

は認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に
よ

る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
設
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
73
回
開

催
し
た
。
現
在
、
講
座
の
受
講
者
数
は

２
９
０
７
名
に
達
し
て
お
り
、
今
後
、

４
０
０
０
名
を
目
標
に
養
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

能
美
市
独
自
の
支
援
策
・
予
防
策

を
示
せ

講
師
役
の
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
の
養
成
を
県
と
一
緒
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
進
行
に
合
わ
せ
た
支
援
策
が

一
目
で
理
解
で
き
る
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

を
作
成
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
予
防

策
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

と
も
に
生
活
支
援
の
専
門
部
会
で
支
え

あ
い
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

 

一
般
住
宅
の
耐
震
化
状
況

耐
震
化
が
進
ま
な
い
大
き
な
要
因

を
示
せ

耐
震
診
断
を
受
け
な
が
ら
、
改
修

工
事
を
行
わ
な
い
理
由
と
し
て

「
工
事
費
が
高
い
」
が
４
割
、
「
高
齢

者
世
帯
が
多
く
年
齢
的
に
厳
し
い
」
が

３
割
を
占
め
る
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
出
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
大
き

な
阻
害
要
因
と
捉
え
て
い
る
。

住
民
へ
の
周
知
状
況
と
補
助
制
度

の
充
実
を
図
れ

昨
年
、
対
象
と
な
る
全
世
帯
に
耐

震
診
断
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
、
診
断
を
希
望
さ

れ
る
方
に
は
順
次
診
断
を
行
っ
て
い
る
。

　
耐
震
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
掲
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
、
建
築
関
係
の

企
業
に
補
助
制
度
の
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
。

　
近
隣
市
町
の
補
助
額
の
上
限
額
は
、

能
美
市
に
は
届
か
な
い
か
、
ま
た
は
、

同
額
と
な
っ
て
い
る
。
耐
震
診
断
に
つ

い
て
も
、
近
隣
市
町
の
中
で
最
も
高
い

問質般一問質般一

北野 　哲 議員
能美保守の会

 

学
校
給
食

学
校
給
食
で
米
を
注
文
す
る
際
の

正
確
な
ル
ー
ト
を
説
明
せ
よ

年
間
必
要
数
量
を
公
益
財
団
法
人

石
川
県
学
校
給
食
会
に
購
入
の
申

請
を
し
て
い
る
。
石
川
県
学
校
給
食
会

で
は
、
全
県
分
を
集
約
し
た
う
え
で
、

Ｊ
Ａ
全
農
石
川
県
本
部
に
出
荷
の
依
頼

を
行
い
、
Ｊ
Ａ
全
農
石
川
県
本
部
よ
り

能
美
市
内
の
Ｊ
Ａ
根
上
、
Ｊ
Ａ
能
美
に

発
注
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

米
を
直
接
、
農
協
や
農
家
か
ら
購

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

石
川
県
内
の
米
飯
給
食
実
施
の
全

て
の
米
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
全
農
石
川

県
本
部
に
一
括
見
積
も
り
を
し
、
大
量

発
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
価
格
も
安
定

し
て
お
り
、
安
定
供
給
が
図
ら
れ
て
い

る
た
め
、
現
状
の
発
注
シ
ス
テ
ム
を
継

続
し
て
い
く
。

▲健やかな子どもの成長を育む学校給食

 

改
正
公
職
選
挙
法

学
内
期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
て

は
ど
う
か

学
内
期
日
前
投
票
所
の
開
設
は
生

徒
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
利
用

も
可
能
と
な
る
。し
か
し
、校
舎
管
理
や

投
票
所
開
設
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
追
加
費
用
等
、課
題
が
多

く
校
内
で
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
教
育
の
変
化
、
主
権
者
教
育

に
対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
は

若
年
層
が
参
加
型
民
主
主
義
を
理

解
・
実
践
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
、
ス
キ
ル
、
価
値
観
を
身
に
つ
け
、

行
動
的
な
市
民
に
な
る
教
育
が
重
要
。

　
学
校
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
市
議
会
、

市
選
管
と
の
連
携
を
密
に
し
、
知
識
の

み
な
ら
ず
、
参
加
型
、
体
験
型
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 

地
方
版
総
合
戦
略

国
の
細
か
い
「
指
定
」「
指
示
」
に

戸
惑
い
は
な
い
か

国
が
示
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦

略
、
手
引
き
を
基
本
と
し
な
が
ら

も
、
能
美
市
ら
し
い
戦
略
策
定
に
心
が

け
、
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
学
ぶ
と
い
う

姿
勢
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。

既
存
総
合
計
画
と
の
間
に
「
ず

れ
」
や
「
重
複
」
は
な
い
か

現
行
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
理
念
を

継
承
し
な
が
ら
、
国
が
掲
げ
る
４

つ
の
政
策
分
野
ご
と
に
、
従
来
の
施
策

や
今
後
新
た
に
必
要
と
な
る
施
策
を
整

理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
総
合
計

画
と
の
ず
れ
は
無
い
と
認
識
し
て
い
る
。

補
助
金
の
上
乗
せ
支
給
を
狙
い
、

戦
略
策
定
を
急
ぐ
自
治
体
も
あ
る

が
、
能
美
市
の
完
成
時
期
は
い
つ
か

成
果
物
と
し
て
戦
略
を
急
い
で
策

定
す
る
の
で
は
な
く
、
作
業
を
通

じ
た
市
民
、
行
政
双
方
の
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
を
共
有
化
す
る
こ
と
が
大
切
。

策
定
完
成
は
、
年
度
末
を
考
え
て
い
る
。

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

災
害
弱
者
の
避
難
対
応

災
害
発
生
時
の
避
難
等
に
特
に
支

援
を
要
す
る
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
名

簿
作
成
状
況
と
避
難
支
援
計
画
は

現
在
、
避
難
支
援
等
の
実
施
に
携

わ
る
関
係
先
に
名
簿
情
報
の
提
供

が
出
来
る
よ
う
本
人
の
同
意
作
業
を
進

め
て
お
り
、
今
年
度
進
め
る
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
と
合
わ
せ
３
月
中
に
完

了
す
る
。
今
後
は
、
災
害
時
に
名
簿
を

活
用
し
安
否
確
認
や
避
難
支
援
を
行
う

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

 

能
美
古
墳
群
整
備
計
画

市
民
と
共
に
進
め
る
能
美
古
墳
群

の
今
後
の
整
備
計
画
は

県
内
の
小
中
学
生
の
歴
史
教
育
の

場
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
。

来
年
度
に
は
具
体
的
な
整
備
基
本
計
画

を
策
定
し
た
い
。

 

地
産
地
消
推
進
条
例

食
料
自
給
率
の
向
上
と
食
育
の
推

進
、
地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大
と

農
業
生
産
者
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た

め
、
地
産
地
消
推
進
条
例
制
定
を

食
料
の
安
全
保
障
と
自
給
率
の
向

上
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
の
み

農
げ
ん
き
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
、
農
商
工
の

連
携
を
探
っ
て
い
る
。
同
じ
く
食
育
も

重
要
と
考
え
食
育
推
進
連
絡
会
を
設
置

し
た
。
今
後
は
先
進
地
事
例
を
参
考
に

農
業
団
体
、
生
産
農
家
な
ど
と
意
見
交

換
し
条
例
制
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
専
門
外
来
の
開
設

市
立
病
院
の
物
忘
れ
外
来
開
設
や

専
門
医
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
は

今
後
、
認
知
症
に
不
安
の
あ
る
方

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談
窓
口

を
明
確
に
し
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

や
病
院
の
相
談
機
能
を
周
知
す
る
。
ま

た
、
医
師
や
看
護
師
が
適
切
な
認
知
症

診
療
を
行
う
た
め
の
資
格
取
得
も
視
野

に
入
れ
、
専
門
医
へ
適
切
に
つ
な
ぐ
事

QA

QAQA

▲認知症の理解や対応に
　ついて説明する
　キャラバンメイト

▲総合的な学習の時間でお米作り
　を体験する小学生

田中 策次郎 議員
能美保守の会

田中 大佐久 議員
能美保守の会

開道 昌信 議員
真政会

QAQA

QAQA

QA

QAQA

QAQA

QA QA

QAQA

QA

▲能美創生総合戦略有識者会議
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手
取
川
濁
水

手
取
川
の
濁
水
に
よ
る
市
内
農
業

用
水
路
の
土
砂
堆
積
等
の
状
況
は

影
響
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
51
集
落

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
回

答
が
得
ら
れ
た
47
集
落
の
う
ち
、
濁
水

に
よ
る
土
砂
の
堆
積
が
見
ら
れ
た
の
は

41
集
落
で
あ
っ
た
。
堆
積
土
砂
の
状
況

は
、
10
セ
ン
チ
未
満
が
26
集
落
、
10
セ

ン
チ
以
上
20
セ
ン
チ
未
満
が
10
集
落
、

20
セ
ン
チ
以
上
が
３
集
落
で
あ
っ
た
。

土
砂
を
取
り
除
く
作
業
に
対
し
て

の
支
援
は

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
多
面
的
機

能
支
払
い
に
加
入
し
て
い
る
集
落

に
つ
い
て
は
、
泥
上
げ
以
外
の
共
同
活

動
に
支
障
が
出
な
い
範
囲
内
で
あ
れ
ば

そ
の
交
付
金
を
使
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

多
面
的
機
能
支
払
い
に
加
入
し
て
い
な

い
集
落
等
に
つ
い
て
は
、
支
援
が
必
要

で
あ
り
予
算
の
範
囲
内
で
対
応
を
考
え

て
い
る
。

額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
執
行
状

況
を
鑑
み
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
対
策

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
状
況

は認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に
よ

る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
設
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
73
回
開

催
し
た
。
現
在
、
講
座
の
受
講
者
数
は

２
９
０
７
名
に
達
し
て
お
り
、
今
後
、

４
０
０
０
名
を
目
標
に
養
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

能
美
市
独
自
の
支
援
策
・
予
防
策

を
示
せ

講
師
役
の
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
の
養
成
を
県
と
一
緒
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
進
行
に
合
わ
せ
た
支
援
策
が

一
目
で
理
解
で
き
る
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

を
作
成
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
予
防

策
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

と
も
に
生
活
支
援
の
専
門
部
会
で
支
え

あ
い
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

 

一
般
住
宅
の
耐
震
化
状
況

耐
震
化
が
進
ま
な
い
大
き
な
要
因

を
示
せ

耐
震
診
断
を
受
け
な
が
ら
、
改
修

工
事
を
行
わ
な
い
理
由
と
し
て

「
工
事
費
が
高
い
」
が
４
割
、
「
高
齢

者
世
帯
が
多
く
年
齢
的
に
厳
し
い
」
が

３
割
を
占
め
る
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
出
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
大
き

な
阻
害
要
因
と
捉
え
て
い
る
。

住
民
へ
の
周
知
状
況
と
補
助
制
度

の
充
実
を
図
れ

昨
年
、
対
象
と
な
る
全
世
帯
に
耐

震
診
断
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
、
診
断
を
希
望
さ

れ
る
方
に
は
順
次
診
断
を
行
っ
て
い
る
。

　
耐
震
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
掲
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
、
建
築
関
係
の

企
業
に
補
助
制
度
の
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
。

　
近
隣
市
町
の
補
助
額
の
上
限
額
は
、

能
美
市
に
は
届
か
な
い
か
、
ま
た
は
、

同
額
と
な
っ
て
い
る
。
耐
震
診
断
に
つ

い
て
も
、
近
隣
市
町
の
中
で
最
も
高
い

問質般一問質般一

北野 　哲 議員
能美保守の会

 

学
校
給
食

学
校
給
食
で
米
を
注
文
す
る
際
の

正
確
な
ル
ー
ト
を
説
明
せ
よ

年
間
必
要
数
量
を
公
益
財
団
法
人

石
川
県
学
校
給
食
会
に
購
入
の
申

請
を
し
て
い
る
。
石
川
県
学
校
給
食
会

で
は
、
全
県
分
を
集
約
し
た
う
え
で
、

Ｊ
Ａ
全
農
石
川
県
本
部
に
出
荷
の
依
頼

を
行
い
、
Ｊ
Ａ
全
農
石
川
県
本
部
よ
り

能
美
市
内
の
Ｊ
Ａ
根
上
、
Ｊ
Ａ
能
美
に

発
注
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

米
を
直
接
、
農
協
や
農
家
か
ら
購

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

石
川
県
内
の
米
飯
給
食
実
施
の
全

て
の
米
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
全
農
石
川

県
本
部
に
一
括
見
積
も
り
を
し
、
大
量

発
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
価
格
も
安
定

し
て
お
り
、
安
定
供
給
が
図
ら
れ
て
い

る
た
め
、
現
状
の
発
注
シ
ス
テ
ム
を
継

続
し
て
い
く
。

▲健やかな子どもの成長を育む学校給食

 

改
正
公
職
選
挙
法

学
内
期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
て

は
ど
う
か

学
内
期
日
前
投
票
所
の
開
設
は
生

徒
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
利
用

も
可
能
と
な
る
。し
か
し
、校
舎
管
理
や

投
票
所
開
設
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
追
加
費
用
等
、課
題
が
多

く
校
内
で
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
教
育
の
変
化
、
主
権
者
教
育

に
対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
は

若
年
層
が
参
加
型
民
主
主
義
を
理

解
・
実
践
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
、
ス
キ
ル
、
価
値
観
を
身
に
つ
け
、

行
動
的
な
市
民
に
な
る
教
育
が
重
要
。

　
学
校
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
市
議
会
、

市
選
管
と
の
連
携
を
密
に
し
、
知
識
の

み
な
ら
ず
、
参
加
型
、
体
験
型
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 

地
方
版
総
合
戦
略

国
の
細
か
い
「
指
定
」「
指
示
」
に

戸
惑
い
は
な
い
か

国
が
示
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦

略
、
手
引
き
を
基
本
と
し
な
が
ら

も
、
能
美
市
ら
し
い
戦
略
策
定
に
心
が

け
、
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
学
ぶ
と
い
う

姿
勢
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。

既
存
総
合
計
画
と
の
間
に
「
ず

れ
」
や
「
重
複
」
は
な
い
か

現
行
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
理
念
を

継
承
し
な
が
ら
、
国
が
掲
げ
る
４

つ
の
政
策
分
野
ご
と
に
、
従
来
の
施
策

や
今
後
新
た
に
必
要
と
な
る
施
策
を
整

理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
総
合
計

画
と
の
ず
れ
は
無
い
と
認
識
し
て
い
る
。

補
助
金
の
上
乗
せ
支
給
を
狙
い
、

戦
略
策
定
を
急
ぐ
自
治
体
も
あ
る

が
、
能
美
市
の
完
成
時
期
は
い
つ
か

成
果
物
と
し
て
戦
略
を
急
い
で
策

定
す
る
の
で
は
な
く
、
作
業
を
通

じ
た
市
民
、
行
政
双
方
の
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
を
共
有
化
す
る
こ
と
が
大
切
。

策
定
完
成
は
、
年
度
末
を
考
え
て
い
る
。

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

災
害
弱
者
の
避
難
対
応

災
害
発
生
時
の
避
難
等
に
特
に
支

援
を
要
す
る
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
名

簿
作
成
状
況
と
避
難
支
援
計
画
は

現
在
、
避
難
支
援
等
の
実
施
に
携

わ
る
関
係
先
に
名
簿
情
報
の
提
供

が
出
来
る
よ
う
本
人
の
同
意
作
業
を
進

め
て
お
り
、
今
年
度
進
め
る
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
と
合
わ
せ
３
月
中
に
完

了
す
る
。
今
後
は
、
災
害
時
に
名
簿
を

活
用
し
安
否
確
認
や
避
難
支
援
を
行
う

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

 

能
美
古
墳
群
整
備
計
画

市
民
と
共
に
進
め
る
能
美
古
墳
群

の
今
後
の
整
備
計
画
は

県
内
の
小
中
学
生
の
歴
史
教
育
の

場
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
。

来
年
度
に
は
具
体
的
な
整
備
基
本
計
画

を
策
定
し
た
い
。

 

地
産
地
消
推
進
条
例

食
料
自
給
率
の
向
上
と
食
育
の
推

進
、
地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大
と

農
業
生
産
者
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た

め
、
地
産
地
消
推
進
条
例
制
定
を

食
料
の
安
全
保
障
と
自
給
率
の
向

上
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
の
み

農
げ
ん
き
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
、
農
商
工
の

連
携
を
探
っ
て
い
る
。
同
じ
く
食
育
も

重
要
と
考
え
食
育
推
進
連
絡
会
を
設
置

し
た
。
今
後
は
先
進
地
事
例
を
参
考
に

農
業
団
体
、
生
産
農
家
な
ど
と
意
見
交

換
し
条
例
制
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
専
門
外
来
の
開
設

市
立
病
院
の
物
忘
れ
外
来
開
設
や

専
門
医
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
は

今
後
、
認
知
症
に
不
安
の
あ
る
方

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談
窓
口

を
明
確
に
し
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

や
病
院
の
相
談
機
能
を
周
知
す
る
。
ま

た
、
医
師
や
看
護
師
が
適
切
な
認
知
症

診
療
を
行
う
た
め
の
資
格
取
得
も
視
野

に
入
れ
、
専
門
医
へ
適
切
に
つ
な
ぐ
事

QA

QAQA

▲認知症の理解や対応に
　ついて説明する
　キャラバンメイト

▲総合的な学習の時間でお米作り
　を体験する小学生

田中 策次郎 議員
能美保守の会

田中 大佐久 議員
能美保守の会

開道 昌信 議員
真政会

QAQA

QAQA

QA

QAQA

QAQA

QA QA

QAQA

QA

▲能美創生総合戦略有識者会議
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投
資
的
経
費
が
増
加
し
、
そ
の
結

果
、
公
債
費
が
増
加
し
て
い
る
。

今
後
、
借
金
返
し
で
一
般
会
計
の
圧
迫

が
明
ら
か
で
あ
り
、
予
算
の
使
い
方
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

合
併
当
初
に
策
定
し
た
能
美
市
建

設
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
結
果

で
、
投
資
的
経
費
が
増
え
る
の
は
当
然

の
こ
と
。
公
債
費
は
普
通
建
設
事
業
に

合
併
特
例
債
を
重
点
的
に
発
行
し
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
が
増
え
た
こ

と
が
あ
る
が
公
債
費
の
増
加
が
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

市
民
の
願
い
は
身
近
な
と
こ
ろ
で

の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
あ
り
、
市

は
、
そ
こ
を
考
え
て
い
く
責
任
が
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
長
期
的
・
計
画
的
に

や
る
べ
き
で
は
な
い
か

次
代
に
残
る
子
ど
も
達
の
た
め
に

も
、
計
画
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

行
い
、
ま
た
、
借
金
も
極
力
少
な
く
し

た
い
。
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
予
算
の

使
い
方
は
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

 

市
の
財
政

地
方
税
を
は
じ
め
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
臨
時
財
政
対
策
債
、

地
方
債
等
が
増
え
て
い
る
。
歳
入
全
体

を
見
る
限
り
財
政
が
厳
し
い
と
は
言
え

な
い
。
市
の
見
解
は
ど
う
か

合
併
時
の
平
成
17
年
度
と
平
成
26

年
度
の
決
算
額
を
比
較
す
る
と
、

市
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、

地
方
債
の
合
計
は
１
６
９
億
８
０
０
万

円
か
ら
２
１
４
億
２
０
０
万
円
と
増
え

て
い
る
。
財
政
力
指
数
は
０
．６
３
か

ら
０
．６
７
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
有
利
な
財

源
の
確
保
に
努
め
て
き
た
結
果
で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
努
力
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

合
併
後
の
10
年
間
で
市
の
歳
入
は

右
肩
上
が
り
に
増
え
、
地
方
交
付

税
も
下
が
っ
て
い
な
い
。
能
美
市
の
財

政
は
余
裕
が
あ
る
現
状
で
な
い
か

そ
う
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
を
生

き
る
も
の
が
全
て
の
財
源
を
使
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
て
将
来
に
備
え

る
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

▲ふれあいプラザと寺井保育園の
　建設で子育て環境がさらに充実

 

高
齢
者
の
地
方
移
住
支
援

高
齢
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
現
役
時
代

に
培
っ
た
経
験
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
。

市
の
受
け
入
れ
の
考
え
方
は
ど
う
か

移
住
し
た
高
齢
者
に
対
す
る
医

療
・
介
護
費
の
自
治
体
負
担
の
増

加
な
ど
財
政
面
で
の
不
安
が
出
て
く
る

ほ
か
、介
護
難
民
と
し
て
移
転
、移
住
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
住
民
の
福
祉
費

用
等
、国
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合

的
な
政
策
を
立
て
た
う
え
で
受
け
入
れ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

人
材
を
地
域
の
た
め
に
受
け
入
れ
、
結

果
と
し
て
、
移
住
者
、
受
け
入
れ
地
域
、

能
美
市
、
東
京
圏
に
と
っ
て
四
方
と
も

よ
く
な
る
と
い
う
ふ
う
な
対
応
を
し
な

け
れ
ば
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
う
ま
く
機

能
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 

企
業
用
排
水
の
再
利
用

浄
水
施
設
（
緩
速
ろ
過
等
）
を
設

置
し
て
岩
内
工
業
団
地
の
企
業
が

使
用
し
た
処
理
水
を
工
場
や
ゴ
ル
フ
場
、

消
雪
水
と
し
て
再
利
用
す
べ
き

使
用
処
理
排
水
を
再
利
用
す
る
こ

と
は
、
地
下
水
の
保
全
の
た
め
に

も
効
果
的
で
あ
る
が
、
浄
水
施
設
を
つ

く
る
た
め
に
大
き
な
敷
地
が
必
要
。
ま

た
、
資
本
コ
ス
ト
や
維
持
管
理
費
用
が

大
き
く
な
れ
ば
、
企
業
へ
の
供
給
単
価

が
高
額
と
な
り
、
企
業
の
採
算
ベ
ー
ス

に
合
わ
な
い
。
浄
水
施
設
の
設
置
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

 

ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
制
度

店
舗
や
工
房
併
用
住
宅
取
得
の
際

の
借
入
金
に
対
す
る
補
助
金
等
を

検
討
し
、制
度
の
充
実
を
推
進
せ
よ

現
在
、店
舗
・工
房
併
用
住
宅
の
取

得
や
改
修
に
係
る
費
用
に
対
す
る

補
助
を
行
っ
て
い
る
。借
入
金
の
補
助
に

つ
い
て
は
、住
宅
等
の
取
得
や
改
修
へ
の

二
重
の
補
助
と
な
ら
な
い
よ
う
、全
庁

横
断
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

▲ワーク・イン・レジデンス制度を利用して
　オープンした焼き菓子店（寺井町）

市
内
の
あ
る
中
学
校
の
学
力
調
査

に
よ
る
と
、
26
年
度
で
は
主
要
５

教
科
全
て
が
県
平
均
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。
教
員
の
教
科
指
導
力
向
上
の

為
の
対
策
を
問
う

学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
県
内
外

か
ら
外
部
講
師
を
招
聘
し
、
市
内

各
学
校
の
校
内
研
修
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
小
中
連
携
授
業
研
究
会

を
合
併
当
初
よ
り
立
ち
上
げ
、
教
員
の

教
科
指
導
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

文
科
省
が
提
唱
し
て
い
る
「
チ
ー

ム
学
校
」
の
発
想
に
基
づ
い
た
学

校
運
営
に
つ
い
て
、
現
在
の
対
策
や
進

捗
状
況
を
問
う

能
美
市
教
育
委
員
会
独
自
の
施
策

と
し
て
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
の
た
め
に
、

退
職
教
員
ら
を
活
用
し
て
放
課
後
の
児

童
の
学
習
支
援
、
福
祉
と
教
育
の
連
携

促
進
、
家
庭
教
育
の
支
援
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

能
美
市
の
教
育

能
美
市
の
総
合
教
育
会
議
の
内
容

を
示
せ

こ
れ
ま
で
、
２
回
開
催
し
て
お
り
、

総
合
教
育
会
議
設
置
要
綱
や
教
育

大
綱
の
内
容
を
諮
っ
た
ほ
か
、
学
力
向

上
施
策
に
絞
っ
た
議
論
を
行
い
、
現
に

取
り
組
ん
で
い
る
諸
事
業
と
、
新
た
に

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
の

公
表
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

 

な
お
、
総
合
教
育
会
議
の
会
議
録
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

教
育
の
基
本
方
針
と
な
る
教
育
大

綱
の
策
定
状
況
を
問
う

第
一
次
能
美
市
総
合
計
画
の
教
育

分
野
の
計
画
を
ベ
ー
ス
に
、
能
美

市
教
育
行
政
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
地

域
に
根
ざ
し
豊
か
な
未
来
を
拓
く
人
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
基
本
施
策
事

業
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

能
美
市
教
育
の
指
針
と
し
て
５
つ
の
施

策
区
分
に
29
の
主
要
施
策
を
取
り
ま
と

め
た
案
を
総
合
教
育
会
議
に
示
し
承
認

さ
れ
た
。
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市　民
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公明党
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▲教員の教科指導力向上を ▲車椅子バスケットボールを通じての交流
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QAQA

QA

国
際
理
解
教
育
に
よ
る
異
文
化
理
解
な

ど
の
教
育
を
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

と
し
て
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
郷
土
に
関
す
る
学
習
も
、
同
時

に
、
体
験
的
に
進
め
て
い
く
事
が
大
切

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

「
オ
リ
・
パ
ラ
教
育
」
は
広
範
囲

に
わ
た
る
が
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
と
他
国
文
化
理
解
に
関
し
て
、
能
美

市
の
取
り
組
み
を
問
う

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
Ｊ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｅ
ｙ
石
川
」
に

協
力
を
依
頼
し
、
メ
ン
バ
ー
と
の
活
動

を
通
し
て
、
生
き
方
な
ど
を
考
え
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
姉
妹
都
市
・
姉
妹
校
交
流
や
、

北
陸
先
端
大
で
学
ぶ
留
学
生
と
の
交
流

を
行
う
な
ど
、
学
校
全
体
で
共
有
す
る

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

 

投
票
率
の
向
上

高
校
生
を
含
む
18
歳
以
上
の
若
年

層
の
投
票
率
向
上
に
向
け
た
対
策

に
つ
い
て
、
他
県
で
は
期
日
前
投
票
所

の
増
設
な
ど
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
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る
が
、
能
美
市
の
取
り
組
み
は

期
日
前
投
票
所
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市
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で
３
か
所

設
置
し
て
い
る
が
、
不
便
で
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る

な
ど
の
苦
情
が
ほ
と
ん
ど
な
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め
、

現
時
点
で
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増
設
は
考
え
て
い
な
い
。
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た
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画
さ
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き
な
い
か
検
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す
る
。

「
オ
リ
・
パ
ラ
教
育
」
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ピ
ッ
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精
神
や
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
や
他
国
の
歴
史
や
文

化
を
学
ぶ
「
オ
リ
・
パ
ラ
教
育
」
に
つ

い
て
、
能
美
市
の
取
り
組
み
は

社
会
科
、
保
健
体
育
科
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
通
し
て
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
障
が
い
者
へ
の
理
解
、
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投
資
的
経
費
が
増
加
し
、
そ
の
結

果
、
公
債
費
が
増
加
し
て
い
る
。

今
後
、
借
金
返
し
で
一
般
会
計
の
圧
迫

が
明
ら
か
で
あ
り
、
予
算
の
使
い
方
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

合
併
当
初
に
策
定
し
た
能
美
市
建

設
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
結
果

で
、
投
資
的
経
費
が
増
え
る
の
は
当
然

の
こ
と
。
公
債
費
は
普
通
建
設
事
業
に

合
併
特
例
債
を
重
点
的
に
発
行
し
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
が
増
え
た
こ

と
が
あ
る
が
公
債
費
の
増
加
が
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

市
民
の
願
い
は
身
近
な
と
こ
ろ
で

の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
あ
り
、
市

は
、
そ
こ
を
考
え
て
い
く
責
任
が
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
長
期
的
・
計
画
的
に

や
る
べ
き
で
は
な
い
か

次
代
に
残
る
子
ど
も
達
の
た
め
に

も
、
計
画
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

行
い
、
ま
た
、
借
金
も
極
力
少
な
く
し

た
い
。
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
予
算
の

使
い
方
は
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

 

市
の
財
政

地
方
税
を
は
じ
め
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
臨
時
財
政
対
策
債
、

地
方
債
等
が
増
え
て
い
る
。
歳
入
全
体

を
見
る
限
り
財
政
が
厳
し
い
と
は
言
え

な
い
。
市
の
見
解
は
ど
う
か

合
併
時
の
平
成
17
年
度
と
平
成
26

年
度
の
決
算
額
を
比
較
す
る
と
、

市
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、

地
方
債
の
合
計
は
１
６
９
億
８
０
０
万

円
か
ら
２
１
４
億
２
０
０
万
円
と
増
え

て
い
る
。
財
政
力
指
数
は
０
．６
３
か

ら
０
．６
７
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
有
利
な
財

源
の
確
保
に
努
め
て
き
た
結
果
で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
努
力
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

合
併
後
の
10
年
間
で
市
の
歳
入
は

右
肩
上
が
り
に
増
え
、
地
方
交
付

税
も
下
が
っ
て
い
な
い
。
能
美
市
の
財

政
は
余
裕
が
あ
る
現
状
で
な
い
か

そ
う
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
を
生

き
る
も
の
が
全
て
の
財
源
を
使
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
て
将
来
に
備
え

る
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

▲ふれあいプラザと寺井保育園の
　建設で子育て環境がさらに充実

 

高
齢
者
の
地
方
移
住
支
援

高
齢
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
現
役
時
代

に
培
っ
た
経
験
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
。

市
の
受
け
入
れ
の
考
え
方
は
ど
う
か

移
住
し
た
高
齢
者
に
対
す
る
医

療
・
介
護
費
の
自
治
体
負
担
の
増

加
な
ど
財
政
面
で
の
不
安
が
出
て
く
る

ほ
か
、介
護
難
民
と
し
て
移
転
、移
住
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
住
民
の
福
祉
費

用
等
、国
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合

的
な
政
策
を
立
て
た
う
え
で
受
け
入
れ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

人
材
を
地
域
の
た
め
に
受
け
入
れ
、
結

果
と
し
て
、
移
住
者
、
受
け
入
れ
地
域
、

能
美
市
、
東
京
圏
に
と
っ
て
四
方
と
も

よ
く
な
る
と
い
う
ふ
う
な
対
応
を
し
な

け
れ
ば
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
う
ま
く
機

能
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 

企
業
用
排
水
の
再
利
用

浄
水
施
設
（
緩
速
ろ
過
等
）
を
設

置
し
て
岩
内
工
業
団
地
の
企
業
が

使
用
し
た
処
理
水
を
工
場
や
ゴ
ル
フ
場
、

消
雪
水
と
し
て
再
利
用
す
べ
き

使
用
処
理
排
水
を
再
利
用
す
る
こ

と
は
、
地
下
水
の
保
全
の
た
め
に

も
効
果
的
で
あ
る
が
、
浄
水
施
設
を
つ

く
る
た
め
に
大
き
な
敷
地
が
必
要
。
ま

た
、
資
本
コ
ス
ト
や
維
持
管
理
費
用
が

大
き
く
な
れ
ば
、
企
業
へ
の
供
給
単
価

が
高
額
と
な
り
、
企
業
の
採
算
ベ
ー
ス

に
合
わ
な
い
。
浄
水
施
設
の
設
置
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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ク
・
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・
レ
ジ
デ
ン
ス
制
度

店
舗
や
工
房
併
用
住
宅
取
得
の
際
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入
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を

検
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し
、制
度
の
充
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を
推
進
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よ

現
在
、店
舗
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併
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宅
の
取

得
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係
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す
る
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を
行
っ
て
い
る
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補
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に

つ
い
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は
、住
宅
等
の
取
得
や
改
修
へ
の

二
重
の
補
助
と
な
ら
な
い
よ
う
、全
庁

横
断
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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解
に
関
し
て
、
能
美

市
の
取
り
組
み
を
問
う

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
Ｊ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｅ
ｙ
石
川
」
に

協
力
を
依
頼
し
、
メ
ン
バ
ー
と
の
活
動

を
通
し
て
、
生
き
方
な
ど
を
考
え
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
姉
妹
都
市
・
姉
妹
校
交
流
や
、

北
陸
先
端
大
で
学
ぶ
留
学
生
と
の
交
流

を
行
う
な
ど
、
学
校
全
体
で
共
有
す
る

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

 

投
票
率
の
向
上

高
校
生
を
含
む
18
歳
以
上
の
若
年

層
の
投
票
率
向
上
に
向
け
た
対
策

に
つ
い
て
、
他
県
で
は
期
日
前
投
票
所

の
増
設
な
ど
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
能
美
市
の
取
り
組
み
は

期
日
前
投
票
所
は
市
内
で
３
か
所

設
置
し
て
い
る
が
、
不
便
で
あ
る

な
ど
の
苦
情
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

現
時
点
で
の
増
設
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
投
票
行
為
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
為
、
高
校
生
に
も
期
日
前
投
票

事
務
、
当
日
の
投
票
立
会
人
、
投
開
票

事
務
の
補
助
等
の
選
挙
事
務
に
参
画
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

「
オ
リ
・
パ
ラ
教
育
」

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
や
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
や
他
国
の
歴
史
や
文

化
を
学
ぶ
「
オ
リ
・
パ
ラ
教
育
」
に
つ

い
て
、
能
美
市
の
取
り
組
み
は

社
会
科
、
保
健
体
育
科
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
通
し
て
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
障
が
い
者
へ
の
理
解
、

QA

QA

QA

QAQA

AQ QA

QA

QA

QA
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の
あ
り
方
ま
で
を
、
幸
福
度
の
視
点
も

含
め
て
、
数
年
の
期
間
を
か
け
て
整
備

し
た
い
。

 

自
然
に
眠
る
樹
木
葬

自
然
に
眠
る
樹
木
葬
を
行
え
る
墓

地
の
建
設
計
画
は
な
い
か

自
然
に
返
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

樹
木
葬
を
志
向
す
る
人
も
い
る
と

思
う
が
、
一
方
で
、
他
人
と
一
緒
に
葬

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
方
も
多
い
と
思

う
の
で
、
市
営
墓
地
で
樹
木
葬
墓
地
を

整
備
す
る
計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ
持
っ

て
い
な
い
。

　
合
葬
形
式
の
墓
地
や
樹
木
葬
墓
地
に

対
す
る
市
民
か
ら
の
希
望
や
意
見
を
聞

く
こ
と
も
必
要
で
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
先
進
地
事
例
な
ど
を
参
考
に

今
後
検
討
す
る
。

 

市
民
総
幸
福
度

市
民
の
総
幸
福
度
制
度
を
導
入
し

て
幸
福
実
感
指
標
を
掲
げ
る
べ
き

基
本
構
想
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー

マ
に
あ
り
ま
す
「
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
も
と
て
も
大

切
な
視
点
で
あ
る
。
昨
年
度
実
施
し
た

市
民
意
向
調
査
の
中
で
自
身
の
幸
福
度

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
幸
せ
だ
」
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
幸
せ
だ
」
と
答
え
た

方
は
20
歳
以
上
の
一
般
の
方
で
は
81
％
、

中
学
３
年
生
で
88
％
と
い
う
結
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
こ
の
幸
福
度
も
制
度
と
し
て

導
入
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
、
ど
の

よ
う
な
指
標
項
目
を
盛
り
込
む
の
か
、

い
ろ
い
ろ
な
見
地
か
ら
な
の
か
、
あ
く

ま
で
も
市
民
の
個
人
的
主
観
に
よ
る
も

の
な
の
か
に
よ
っ
て
も
制
度
の
組
み
立

て
が
違
っ
て
く
る
。

　
人
の
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
が
実

に
多
様
化
し
て
い
る
現
代
の
中
で
は
評

価
点
数
の
設
定
も
熟
考
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
計

画
・
戦
略
の
策
定
と
そ
の
評
価
、
検
証

▲幸福が実感できる取り組みを

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
現
在

12
ヵ
所
開
設
し
て
い
る
認
知
症
対

応
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

の
協
力
に
よ
り
、
身
近
な
地
域
の
通
い

場
で
の
開
設
や
サ
ロ
ン
機
能
の
充
実
が

は
か
れ
る
よ
う
に
先
駆
的
に
実
施
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
ま
り
木
の
方

の
指
導
を
受
け
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
利
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、
普
及
を
し
て

い
く
の
か

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
の

利
用
に
つ
い
て
、
能
美
市
独
自
の
ア
プ

リ
を
搭
載
し
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
検
討
段
階
で
あ
り
、
真
に
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
費
用
対
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
、

例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と

な
ど
を
周
知
す
る
こ
と
で
普
及
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
対
策

認
知
症
を
含
む
高
齢
者
へ
の
理
解

を
高
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か

認
知
症
を
含
む
高
齢
者
へ
の
理
解

に
つ
い
て
は
、
根
上
中
学
校
で
３

年
生
全
員
を
対
象
に
４
年
間
、
寸
劇
を

入
れ
込
ん
だ
認
知
症
の
理
解
や
介
護
施

設
の
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
活
動
が
全
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
る

よ
う
校
長
会
に
出
向
き
依
頼
し
て
い
る
。

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
の
支
援

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
は
本
人

を
初
め
支
え
る
家
族
も
精
神
的
に

も
経
済
的
に
も
大
変
な
苦
労
を
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
早
期
段
階
の
専
門
的
受

診
に
よ
る
医
療
や
精
神
面
で
の
支
援
が

重
要
で
あ
る
。
28
年
度
の
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
の
結
成
を
目
指
し
、

メ
モ
リ
ー
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
能
美

で
準
備
し
て
い
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
を
今
後
ど
の
よ
う

に
普
及
し
て
い
く
の
か

る
。
新
井
戸
の
掘
削
で
な
く
、
節
水
や

企
業
へ
の
制
限
、
県
水
の
活
用
を
探
る

べ
き
で
な
い
か

上
水
道
水
源
に
影
響
し
な
い
よ
う

に
掘
削
し
、
揚
水
試
験
に
十
分
な

時
間
を
か
け
て
対
応
す
る
。
地
下
水
の

保
全
に
向
け
、
市
は
以
前
か
ら
「
地
下

水
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
対

応
し
て
い
る
。
企
業
に
対
し
て
節
水
や

水
の
再
利
用
を
要
請
し
て
い
る
。

 

子
ど
も
議
会

来
年
参
議
院
選
挙
か
ら
18
才
選
挙

権
の
行
使
が
始
ま
る
。
社
会
の
主

権
者
と
し
て
政
治
に
関
わ
り
、
権
利
や

義
務
を
正
し
く
学
ぶ
機
会
と
し
て
、

「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
は
ど
う
か

主
権
者
教
育
に
お
い
て
、
参
加
型
、

体
験
型
の
学
習
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
学
校
、
市
議
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
と
連
携
し
体
験
活
動
の
充
実
を
検

討
す
る
。

 

地
下
水
の
保
全

地
下
水
の
水
位
低
下
は
、
粟
生
町

の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、

渇
水
で
井
戸
水
が
出
ず
、
困
っ
て
い
る

家
庭
も
出
て
き
て
い
る
。
実
態
調
査
等

を
行
っ
て
い
る
の
か

粟
生
地
区
で
影
響
が
あ
っ
た
の
は

一
部
で
あ
り
、
町
会
長
に
状
況
確

認
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
状
況
は

把
握
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
、

調
査
を
続
け
て
い
る
。

地
下
水
の
水
位
低
下
の
影
響
に
よ

る
今
後
の
対
策
は

生
活
用
水
を
確
実
に
確
保
す
る
に

は
、
上
水
道
へ
の
接
続
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
道
の
分
担
金
に
関
し
て
は
、

負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
に
も
分
割

や
免
除
、
減
免
は
適
当
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
が
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
て

は
、
他
部
署
と
連
携
し
対
応
で
き
る
方

法
が
な
い
か
検
討
す
る
。

地
下
水
は
無
限
に
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
保
全
の
立
場
が
重
要
で
あ

▲議会のしくみなどを学習する中学生

ズ
も
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
を
希
望
者
に
貸
す
た

め
の
改
築
や
修
繕
に
対
す
る
補
助
制
度

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

 

定
住
促
進

年
少
人
口
と
生
産
年
齢
人
口
の
割

合
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
住
促
進
策
を
よ
り
魅
力
的
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
実
行
し
て
い
く
の
か

現
在
、
空
き
家
の
物
件
と
移
住
希

望
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
制
度
や
定
住
促
進
助
成
制

度
、
空
き
家
清
掃
費
等
補
助
金
制
度
な

ど
の
施
策
を
体
系
的
、
有
機
的
に
組
み

合
わ
せ
た
政
策
を
展
開
し
て
移
住
、
定

住
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
構
想
段
階

で
は
あ
る
が
、
移
住
希
望
者
が
空
き
家

を
利
用
し
て
短
期
的
に
移
住
を
体
験
で

き
る
「
ち
ょ
い
住
み
体
験
施
設
」
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。

 

空
き
家
対
策

能
美
市
に
は
特
定
空
家
等
と
み
な

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
所
有
者
に
対
し
て
指
導
す
る
準
備

体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か

平
成
25
年
の
空
き
家
実
態
調
査
に

お
い
て
、
居
住
が
難
し
い
と
判
断

し
た
空
き
家
は
７
件
、
そ
の
う
ち
、
特

定
空
家
等
と
判
断
し
て
い
る
も
の
は
３

件
で
あ
っ
た
。
庁
内
で
連
携
を
と
り
な

が
ら
所
有
者
に
対
し
て
文
書
で
適
正
な

管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
を

し
て
い
る
。

空
き
家
解
体
に
助
成
金
を
交
付
す

る
等
、
他
の
市
に
な
い
施
策
や
空

き
家
を
効
果
的
に
活
用
す
る
優
遇
策
は

あ
る
の
か

本
来
、
空
き
家
は
所
有
者
の
責
任

に
お
い
て
適
正
な
管
理
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
単
な
る

個
人
と
し
て
の
問
題
解
決
策
へ
の
支
援

は
今
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
例
え

ば
防
災
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
公
共
的

な
利
活
用
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
一
考
の
余
地
は
あ
る
。
地
元
の
ニ
ー

▲空き家との関わりを考える空き家
　セミナー

近藤 啓子 議員
日本共産党

南山 修一 議員
勉　誠

橋本 崇史 議員
喜政会

倉元 正順 議員
能美保守の会

QA

QA A

QQ AQA

QA

QA

QQQ AAQA

QA QA A

▲認知症の人や地域住民が
　集って交流できる
　認知症カフェ
（グループホームとまり木）
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の
あ
り
方
ま
で
を
、
幸
福
度
の
視
点
も

含
め
て
、
数
年
の
期
間
を
か
け
て
整
備

し
た
い
。

 

自
然
に
眠
る
樹
木
葬

自
然
に
眠
る
樹
木
葬
を
行
え
る
墓

地
の
建
設
計
画
は
な
い
か

自
然
に
返
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

樹
木
葬
を
志
向
す
る
人
も
い
る
と

思
う
が
、
一
方
で
、
他
人
と
一
緒
に
葬

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
方
も
多
い
と
思

う
の
で
、
市
営
墓
地
で
樹
木
葬
墓
地
を

整
備
す
る
計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ
持
っ

て
い
な
い
。

　
合
葬
形
式
の
墓
地
や
樹
木
葬
墓
地
に

対
す
る
市
民
か
ら
の
希
望
や
意
見
を
聞

く
こ
と
も
必
要
で
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
先
進
地
事
例
な
ど
を
参
考
に

今
後
検
討
す
る
。

 

市
民
総
幸
福
度

市
民
の
総
幸
福
度
制
度
を
導
入
し

て
幸
福
実
感
指
標
を
掲
げ
る
べ
き

基
本
構
想
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー

マ
に
あ
り
ま
す
「
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
も
と
て
も
大

切
な
視
点
で
あ
る
。
昨
年
度
実
施
し
た

市
民
意
向
調
査
の
中
で
自
身
の
幸
福
度

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
幸
せ
だ
」
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
幸
せ
だ
」
と
答
え
た

方
は
20
歳
以
上
の
一
般
の
方
で
は
81
％
、

中
学
３
年
生
で
88
％
と
い
う
結
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
こ
の
幸
福
度
も
制
度
と
し
て

導
入
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
、
ど
の

よ
う
な
指
標
項
目
を
盛
り
込
む
の
か
、

い
ろ
い
ろ
な
見
地
か
ら
な
の
か
、
あ
く

ま
で
も
市
民
の
個
人
的
主
観
に
よ
る
も

の
な
の
か
に
よ
っ
て
も
制
度
の
組
み
立

て
が
違
っ
て
く
る
。

　
人
の
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
が
実

に
多
様
化
し
て
い
る
現
代
の
中
で
は
評

価
点
数
の
設
定
も
熟
考
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
計

画
・
戦
略
の
策
定
と
そ
の
評
価
、
検
証

▲幸福が実感できる取り組みを

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
現
在

12
ヵ
所
開
設
し
て
い
る
認
知
症
対

応
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

の
協
力
に
よ
り
、
身
近
な
地
域
の
通
い

場
で
の
開
設
や
サ
ロ
ン
機
能
の
充
実
が

は
か
れ
る
よ
う
に
先
駆
的
に
実
施
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
ま
り
木
の
方

の
指
導
を
受
け
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
利
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、
普
及
を
し
て

い
く
の
か

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
の

利
用
に
つ
い
て
、
能
美
市
独
自
の
ア
プ

リ
を
搭
載
し
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
検
討
段
階
で
あ
り
、
真
に
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
費
用
対
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
、

例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と

な
ど
を
周
知
す
る
こ
と
で
普
及
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
対
策

認
知
症
を
含
む
高
齢
者
へ
の
理
解

を
高
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か

認
知
症
を
含
む
高
齢
者
へ
の
理
解

に
つ
い
て
は
、
根
上
中
学
校
で
３

年
生
全
員
を
対
象
に
４
年
間
、
寸
劇
を

入
れ
込
ん
だ
認
知
症
の
理
解
や
介
護
施

設
の
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
活
動
が
全
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
る

よ
う
校
長
会
に
出
向
き
依
頼
し
て
い
る
。

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
の
支
援

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
は
本
人

を
初
め
支
え
る
家
族
も
精
神
的
に

も
経
済
的
に
も
大
変
な
苦
労
を
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
早
期
段
階
の
専
門
的
受

診
に
よ
る
医
療
や
精
神
面
で
の
支
援
が

重
要
で
あ
る
。
28
年
度
の
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
の
結
成
を
目
指
し
、

メ
モ
リ
ー
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
能
美

で
準
備
し
て
い
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
を
今
後
ど
の
よ
う

に
普
及
し
て
い
く
の
か

る
。
新
井
戸
の
掘
削
で
な
く
、
節
水
や

企
業
へ
の
制
限
、
県
水
の
活
用
を
探
る

べ
き
で
な
い
か

上
水
道
水
源
に
影
響
し
な
い
よ
う

に
掘
削
し
、
揚
水
試
験
に
十
分
な

時
間
を
か
け
て
対
応
す
る
。
地
下
水
の

保
全
に
向
け
、
市
は
以
前
か
ら
「
地
下

水
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
対

応
し
て
い
る
。
企
業
に
対
し
て
節
水
や

水
の
再
利
用
を
要
請
し
て
い
る
。

 

子
ど
も
議
会

来
年
参
議
院
選
挙
か
ら
18
才
選
挙

権
の
行
使
が
始
ま
る
。
社
会
の
主

権
者
と
し
て
政
治
に
関
わ
り
、
権
利
や

義
務
を
正
し
く
学
ぶ
機
会
と
し
て
、

「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
は
ど
う
か

主
権
者
教
育
に
お
い
て
、
参
加
型
、

体
験
型
の
学
習
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
学
校
、
市
議
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
と
連
携
し
体
験
活
動
の
充
実
を
検

討
す
る
。

 

地
下
水
の
保
全

地
下
水
の
水
位
低
下
は
、
粟
生
町

の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、

渇
水
で
井
戸
水
が
出
ず
、
困
っ
て
い
る

家
庭
も
出
て
き
て
い
る
。
実
態
調
査
等

を
行
っ
て
い
る
の
か

粟
生
地
区
で
影
響
が
あ
っ
た
の
は

一
部
で
あ
り
、
町
会
長
に
状
況
確

認
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
状
況
は

把
握
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
、

調
査
を
続
け
て
い
る
。

地
下
水
の
水
位
低
下
の
影
響
に
よ

る
今
後
の
対
策
は

生
活
用
水
を
確
実
に
確
保
す
る
に

は
、
上
水
道
へ
の
接
続
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
道
の
分
担
金
に
関
し
て
は
、

負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
に
も
分
割

や
免
除
、
減
免
は
適
当
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
が
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
て

は
、
他
部
署
と
連
携
し
対
応
で
き
る
方

法
が
な
い
か
検
討
す
る
。

地
下
水
は
無
限
に
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
保
全
の
立
場
が
重
要
で
あ

▲議会のしくみなどを学習する中学生

ズ
も
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
を
希
望
者
に
貸
す
た

め
の
改
築
や
修
繕
に
対
す
る
補
助
制
度

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

 

定
住
促
進

年
少
人
口
と
生
産
年
齢
人
口
の
割

合
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
住
促
進
策
を
よ
り
魅
力
的
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
実
行
し
て
い
く
の
か

現
在
、
空
き
家
の
物
件
と
移
住
希

望
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
制
度
や
定
住
促
進
助
成
制

度
、
空
き
家
清
掃
費
等
補
助
金
制
度
な

ど
の
施
策
を
体
系
的
、
有
機
的
に
組
み

合
わ
せ
た
政
策
を
展
開
し
て
移
住
、
定

住
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
構
想
段
階

で
は
あ
る
が
、
移
住
希
望
者
が
空
き
家

を
利
用
し
て
短
期
的
に
移
住
を
体
験
で

き
る
「
ち
ょ
い
住
み
体
験
施
設
」
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。

 

空
き
家
対
策

能
美
市
に
は
特
定
空
家
等
と
み
な

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
所
有
者
に
対
し
て
指
導
す
る
準
備

体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か

平
成
25
年
の
空
き
家
実
態
調
査
に

お
い
て
、
居
住
が
難
し
い
と
判
断

し
た
空
き
家
は
７
件
、
そ
の
う
ち
、
特

定
空
家
等
と
判
断
し
て
い
る
も
の
は
３

件
で
あ
っ
た
。
庁
内
で
連
携
を
と
り
な

が
ら
所
有
者
に
対
し
て
文
書
で
適
正
な

管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
を

し
て
い
る
。

空
き
家
解
体
に
助
成
金
を
交
付
す

る
等
、
他
の
市
に
な
い
施
策
や
空

き
家
を
効
果
的
に
活
用
す
る
優
遇
策
は

あ
る
の
か

本
来
、
空
き
家
は
所
有
者
の
責
任

に
お
い
て
適
正
な
管
理
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
単
な
る

個
人
と
し
て
の
問
題
解
決
策
へ
の
支
援

は
今
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
例
え

ば
防
災
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
公
共
的

な
利
活
用
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
一
考
の
余
地
は
あ
る
。
地
元
の
ニ
ー

▲空き家との関わりを考える空き家
　セミナー

近藤 啓子 議員
日本共産党

南山 修一 議員
勉　誠

橋本 崇史 議員
喜政会

倉元 正順 議員
能美保守の会

QA

QA A

QQ AQA

QA

QA

QQQ AAQA

QA QA A

▲認知症の人や地域住民が
　集って交流できる
　認知症カフェ
（グループホームとまり木）
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合
っ
て
い
く
。

　
今
検
討
し
て
い
る
新
総
合
事
業
は
、

現
行
の
サ
ー
ビ
ス
相
当
は
そ
の
ま
ま
移

行
す
る
予
定
で
あ
る
。
能
美
市
は
既
に

旧
総
合
事
業
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、

新
総
合
事
業
の
開
始
時
点
で
は
事
業
所

や
市
民
の
方
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
考
え
て
い
る
。

生
き
が
い
の
創
出
、
認
知
症
予
防
、

介
護
予
防
、
社
会
参
加
の
足
掛
か

り
の
た
め
に
も
、
い
つ
で
も
気
軽
に
地

域
で
交
流
で
き
る
場
の
提
供
が
必
要
だ
。

市
の
支
援
は
ど
う
か

現
在
、
公
民
館
で
の
交
流
の
場
と

し
て
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
や

「
の
み
活
倶
楽
部
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
市
内
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
の
交
流
の
場
と
し
て
、
「
貯
筋

教
室
」
「
ほ
が
ら
か
ロ
コ
モ
教
室
」

「
脳
活
道
場
」
を
開
催
し
て
い
る
。
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
地
域
の
交
流
の
場
が

拡
大
で
き
る
よ
う
支
援
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

来
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
に
向
け

た
準
備
状
況
と
市
内
の
介
護
事
業

所
や
関
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
の

実
施
計
画
等
の
説
明
状
況
を
問
う

準
備
状
況
は
、
現
在
介
護
長
寿
課

内
で
検
討
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

説
明
状
況
は
、
市
民
を
対
象
に
介
護
予

防
普
及
啓
発
講
座
を
通
じ
て
説
明
し
た

ほ
か
、
事
業
所
に
対
し
て
も
説
明
や
意

見
交
換
会
等
を
行
い
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
は
、
新
総
合
事
業
の
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
ほ
が
ら
か

会
に
説
明
し
、
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
実
施
し
て

い
る
地
域
支
援
事
業
等
と
新
総
合

事
業
と
の
関
連
づ
け
や
新
総
合
事
業
の

実
施
に
よ
る
市
の
支
援
や
民
間
の
介
護

事
業
所
へ
の
影
響
は
ど
う
か

既
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
活
動
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動

支
援
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
で
あ

る
。
今
後
、
新
総
合
事
業
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
視
野
に
入
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
介
護
事
業
所
と
も
話
し

▲のみ活倶楽部で介護予防の推進

森　 善克 議員
能美保守の会

基地対策特別委員会 ●航空自衛隊松島基地
 「基地と周辺地域との共存に向けた取り組み」

　国防における航空自衛隊の重要性について認識を深め、基地と周辺地域との共存に向けた取り組みを
学び、今後の議会活動に役立てるための先進地視察を行った。
　松島基地はＦ-２戦闘機によるパイロット養成部隊として戦闘操縦教育が行われている。小松基地のよ
うに実践部隊が配備されていないが、防空・通信・衛生など後方支援の業務が昼夜を分かたず行われて
いる。そのほか、民間航空機や船舶（漁船など）の遭難事故があった場合の捜索や救助、また、風水害
による災害を受けた地域への救援に出動し、患者や物資の空中輸送など
の支援もおこなっている。この活動が実を結び、震災直後の支援活動で
は、松島基地が最前線機能を担い大きな成果を上げている。
　地域住民の安全確保には、在日米軍再編を期に訓練が移転された6基
地の周辺自治体議会との連絡協議会による連携や全国市議会議長会基地
協議会の要望活動が必須となっている。また、基地との良好な関係を築
いていくためには、イベント時だけではなく、日常的に小松基地との交
流を深め、緊密な情報提供が図れる体制づくりに努める必要がある。

広報特別委員会 ●神奈川県小田原市・藤沢市「広報広聴活動」
●神奈川県横浜市「議会定例会開催案内ポスター作成」

　議会に関する情報を公開する手段や内容を今まで以上に充実させる必要がある。また、市民からの意
見を聴取し、市政へ反映させていくことも求められている。今後は、議会報告会等を通じた広聴機能の
強化が必要とされており、これらに関する取り組みの先進地視察を行った。
　小田原市、藤沢市の両議会とも広報広聴に関する委員会が設置され、機能強化に取り組んでいるもの
の、議会報告会の参加者の減少や固定化等、課題も多く、また、報告会での質疑内容等々にもかなり厳
しい意見があり、その実施方法、報告内容に検討の余地が多く有るとのことであった。
　横浜市の議会定例会開催案内ポスターデザイン公募の取り組みは、若
きクリエイターの発掘、育成も兼ねたもので興味深い。一般市民の議会
活動への関心度の低下が叫ばれている中、参政権が18歳に引き下げられ
たが、思惑通りの投票率の向上に向かうかは、正に議会がいかに若者を
政治に惹きつけるのか大事な使命を課せられたようだ。
　今後の「若者を巻き込んだ」広報・広聴展開、議会活性化につながる
ヒントを数多く掴むことが出来た視察であった。

交通対策特別委員会 ●埼玉県久喜市「デマンド交通の運営」
●新潟県長岡市「コミュニティバスの運営」

　民間運営によるデマンド交通・コミュニティバスの先進地視察を行った。
　埼玉県久喜市のデマンド交通の運営は委託契約５年間で民間業者が入札し、車両とシステムは事業者
が所有している。利用者は登録制で、事前の予約に応じて順次乗り合わせ、自宅等から市内特定エリア
内の移動が出来る。特定エリア外には市コミュニティバス停から乗り継ぎとなっている。課題として乗
降場所や時間に制限があり苦情があるとの事であった。
　新潟県長岡市山古志の「クローバーバス」は山古志地区の路線バスが
廃止になり、地区全世帯が会員となりＮＰＯ法人の会員サービスとして
ワゴン車６台を所有し地区内を運行している。課題として市の財政支援
はあるが経営は厳しいとの事であった。
　交通弱者の日常交通を確保し誰もが健康で安心して暮らせる交通環境
を目指し、公共交通のより満足度を高めるためには、必要とする地域全
住民が関心を持ち、民間事業者またはボランティア団体等が共に運営を
支える意識改革が必要と考える。

委員会
行政視察

　議会では、毎年、行政視察を行っています。議員が先進地を視察し、広く見識を深めることに
より市政の発展に寄与することを目的としています。
　今号では、３特別委員会の視察内容を報告します。

３
市
議
か
ら
「
能
美
市
議
会
政
治
倫
理

条
例
に
違
反
す
る
」
と
の
調
査
請
求

　
本
年
４
月
、
３
人
の
市
議
か
ら
、
平
成

24
・
26
年
度
に
能
美
市
が
発
注
し
た
両
保

育
園
の
公
共
工
事
に
お
い
て
、
山
口
議
員

の
子
が
経
営
す
る
企
業
が
型
枠
工
事
の
下

請
を
受
注
し
た
こ
と
は
、
市
議
会
政
治
倫

理
条
例
に
違
反
す
る
と
し
、
本
事
件
に
対

す
る
調
査
請
求
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

９
回
に
渡
っ
て
審
査
会
を
開
催
。
そ
の

調
査
結
果
を
議
長
に
報
告

　
こ
れ
を
受
け
、
米
田
議
長
は
違
反
行
為

の
有
無
を
審
査
す
る
た
め
に
政
治
倫
理
審

査
会
（
会
長
・
東
正
幸
市
議
）
を
設
置
し

ま
し
た
。
審
査
会
は
、
関
係
者
及
び
山
口

議
員
か
ら
直
接
事
情
を
聴
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
第

３
者
へ
の
利
害
関
係
等
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
疑
義
を
は
ら
す
た
め
の
公
平
な
弁

明
の
機
会
の
確
保
と
公
正
な
審
査
が
行
わ

れ
る
よ
う
非
公
開
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
31
日
、
９
回
に
わ
た
る
審
査
を
終

え
た
東
会
長
は
、
「
今
回
の
調
査
請
求
は

適
正
な
内
容
を
整
え
て
い
る
も
の
と
認
め

る
。
山
口
議
員
の
親
族
会
社
が
、
特
別
な

事
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
保
育
園

の
新
築
工
事
の
下
請
け
工
事
を
請
負
っ
た

事
実
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
山

口
議
員
に
お
い
て
は
前
任
期
及
び
現
任
期

の
２
度
に
わ
た
り
、
市
議
会
政
治
倫
理
条

例
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
。
」
こ
と

を
議
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
た
米
田
議
長
は
市
議
会
政

治
倫
理
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
山
口
議
員

に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
議
会
運
営
委
員

会
に
諮
問
し
、
９
月
定
例
会
最
終
日
の
９

月
17
日
に
山
口
議
員
に
対
し
て
議
員
の
辞

職
を
勧
告
し
ま
し
た
。

辞
職
勧
告
を
行
っ
た
５
つ
の
理
由

　
米
田
議
長
が
辞
職
勧
告
を
行
っ
た
主
な

理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
山
口
議
員
は
、
粟
生
保
育
園
新
築
工
事

で
違
反
行
為
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後

の
寺
井
保
育
園
新
築
工
事
で
も
同
様
の

違
反
行
為
が
あ
っ
た
。

○
山
口
議
員
は
、
本
事
件
に
関
し
て
は
知

ら
な
か
っ
た
と
申
し
述
べ
る
な
ど
自
己

の
責
任
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。

○
山
口
議
員
か
ら
は
、
市
議
会
政
治
倫
理

条
例
で
定
め
て
い
る
、
自
ら
潔
い
態
度

を
も
っ
て
疑
惑
の
解
明
に
あ
た
る
姿
勢

を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
ず
、
い
ず
れ

の
発
言
の
機
会
に
お
い
て
も
反
省
の
意

思
を
く
み
取
れ
な
か
っ
た
。

○
山
口
議
員
が
執
行
部
に
対
し
て
粟
生
保

育
園
新
築
工
事
の
「
工
事
単
価
の
入
っ

た
設
計
書
」
を
資
料
請
求
し
た
行
為
は
、

議
員
の
職
務
に
関
し
て
不
正
の
疑
惑
を

も
た
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

○
山
口
議
員
は
、
本
事
件
に
よ
り
市
議
会

に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
著
し
く
失
墜

さ
せ
た
。

山
口
慧
子
議
員
に
辞
職
を
勧
告

― 

能
美
市
立
粟
生
保
育
園
、
寺
井
保
育
園
の
下
請
工
事
は
政
治
倫
理
に
違
反 
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▲飛行訓練に向かう自衛隊機

▲市民からの公募で作成された
　議会定例会開催案内ポスター

▲乗り合わせで市内の特定エリアに
　移動できるデマンド交通
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合
っ
て
い
く
。

　
今
検
討
し
て
い
る
新
総
合
事
業
は
、

現
行
の
サ
ー
ビ
ス
相
当
は
そ
の
ま
ま
移

行
す
る
予
定
で
あ
る
。
能
美
市
は
既
に

旧
総
合
事
業
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、

新
総
合
事
業
の
開
始
時
点
で
は
事
業
所

や
市
民
の
方
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
考
え
て
い
る
。

生
き
が
い
の
創
出
、
認
知
症
予
防
、

介
護
予
防
、
社
会
参
加
の
足
掛
か

り
の
た
め
に
も
、
い
つ
で
も
気
軽
に
地

域
で
交
流
で
き
る
場
の
提
供
が
必
要
だ
。

市
の
支
援
は
ど
う
か

現
在
、
公
民
館
で
の
交
流
の
場
と

し
て
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
や

「
の
み
活
倶
楽
部
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
市
内
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
の
交
流
の
場
と
し
て
、
「
貯
筋

教
室
」
「
ほ
が
ら
か
ロ
コ
モ
教
室
」

「
脳
活
道
場
」
を
開
催
し
て
い
る
。
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
地
域
の
交
流
の
場
が

拡
大
で
き
る
よ
う
支
援
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

来
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
に
向
け

た
準
備
状
況
と
市
内
の
介
護
事
業

所
や
関
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
の

実
施
計
画
等
の
説
明
状
況
を
問
う

準
備
状
況
は
、
現
在
介
護
長
寿
課

内
で
検
討
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

説
明
状
況
は
、
市
民
を
対
象
に
介
護
予

防
普
及
啓
発
講
座
を
通
じ
て
説
明
し
た

ほ
か
、
事
業
所
に
対
し
て
も
説
明
や
意

見
交
換
会
等
を
行
い
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
は
、
新
総
合
事
業
の
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
ほ
が
ら
か

会
に
説
明
し
、
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
実
施
し
て

い
る
地
域
支
援
事
業
等
と
新
総
合

事
業
と
の
関
連
づ
け
や
新
総
合
事
業
の

実
施
に
よ
る
市
の
支
援
や
民
間
の
介
護

事
業
所
へ
の
影
響
は
ど
う
か

既
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
活
動
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動

支
援
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
で
あ

る
。
今
後
、
新
総
合
事
業
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
視
野
に
入
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
介
護
事
業
所
と
も
話
し

▲のみ活倶楽部で介護予防の推進

森　 善克 議員
能美保守の会

基地対策特別委員会 ●航空自衛隊松島基地
 「基地と周辺地域との共存に向けた取り組み」

　国防における航空自衛隊の重要性について認識を深め、基地と周辺地域との共存に向けた取り組みを
学び、今後の議会活動に役立てるための先進地視察を行った。
　松島基地はＦ-２戦闘機によるパイロット養成部隊として戦闘操縦教育が行われている。小松基地のよ
うに実践部隊が配備されていないが、防空・通信・衛生など後方支援の業務が昼夜を分かたず行われて
いる。そのほか、民間航空機や船舶（漁船など）の遭難事故があった場合の捜索や救助、また、風水害
による災害を受けた地域への救援に出動し、患者や物資の空中輸送など
の支援もおこなっている。この活動が実を結び、震災直後の支援活動で
は、松島基地が最前線機能を担い大きな成果を上げている。
　地域住民の安全確保には、在日米軍再編を期に訓練が移転された6基
地の周辺自治体議会との連絡協議会による連携や全国市議会議長会基地
協議会の要望活動が必須となっている。また、基地との良好な関係を築
いていくためには、イベント時だけではなく、日常的に小松基地との交
流を深め、緊密な情報提供が図れる体制づくりに努める必要がある。

広報特別委員会 ●神奈川県小田原市・藤沢市「広報広聴活動」
●神奈川県横浜市「議会定例会開催案内ポスター作成」

　議会に関する情報を公開する手段や内容を今まで以上に充実させる必要がある。また、市民からの意
見を聴取し、市政へ反映させていくことも求められている。今後は、議会報告会等を通じた広聴機能の
強化が必要とされており、これらに関する取り組みの先進地視察を行った。
　小田原市、藤沢市の両議会とも広報広聴に関する委員会が設置され、機能強化に取り組んでいるもの
の、議会報告会の参加者の減少や固定化等、課題も多く、また、報告会での質疑内容等々にもかなり厳
しい意見があり、その実施方法、報告内容に検討の余地が多く有るとのことであった。
　横浜市の議会定例会開催案内ポスターデザイン公募の取り組みは、若
きクリエイターの発掘、育成も兼ねたもので興味深い。一般市民の議会
活動への関心度の低下が叫ばれている中、参政権が18歳に引き下げられ
たが、思惑通りの投票率の向上に向かうかは、正に議会がいかに若者を
政治に惹きつけるのか大事な使命を課せられたようだ。
　今後の「若者を巻き込んだ」広報・広聴展開、議会活性化につながる
ヒントを数多く掴むことが出来た視察であった。

交通対策特別委員会 ●埼玉県久喜市「デマンド交通の運営」
●新潟県長岡市「コミュニティバスの運営」

　民間運営によるデマンド交通・コミュニティバスの先進地視察を行った。
　埼玉県久喜市のデマンド交通の運営は委託契約５年間で民間業者が入札し、車両とシステムは事業者
が所有している。利用者は登録制で、事前の予約に応じて順次乗り合わせ、自宅等から市内特定エリア
内の移動が出来る。特定エリア外には市コミュニティバス停から乗り継ぎとなっている。課題として乗
降場所や時間に制限があり苦情があるとの事であった。
　新潟県長岡市山古志の「クローバーバス」は山古志地区の路線バスが
廃止になり、地区全世帯が会員となりＮＰＯ法人の会員サービスとして
ワゴン車６台を所有し地区内を運行している。課題として市の財政支援
はあるが経営は厳しいとの事であった。
　交通弱者の日常交通を確保し誰もが健康で安心して暮らせる交通環境
を目指し、公共交通のより満足度を高めるためには、必要とする地域全
住民が関心を持ち、民間事業者またはボランティア団体等が共に運営を
支える意識改革が必要と考える。

委員会
行政視察

　議会では、毎年、行政視察を行っています。議員が先進地を視察し、広く見識を深めることに
より市政の発展に寄与することを目的としています。
　今号では、３特別委員会の視察内容を報告します。
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己

の
責
任
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。

○
山
口
議
員
か
ら
は
、
市
議
会
政
治
倫
理

条
例
で
定
め
て
い
る
、
自
ら
潔
い
態
度

を
も
っ
て
疑
惑
の
解
明
に
あ
た
る
姿
勢

を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
ず
、
い
ず
れ

の
発
言
の
機
会
に
お
い
て
も
反
省
の
意

思
を
く
み
取
れ
な
か
っ
た
。

○
山
口
議
員
が
執
行
部
に
対
し
て
粟
生
保

育
園
新
築
工
事
の
「
工
事
単
価
の
入
っ

た
設
計
書
」
を
資
料
請
求
し
た
行
為
は
、

議
員
の
職
務
に
関
し
て
不
正
の
疑
惑
を

も
た
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

○
山
口
議
員
は
、
本
事
件
に
よ
り
市
議
会

に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
著
し
く
失
墜

さ
せ
た
。

山
口
慧
子
議
員
に
辞
職
を
勧
告

― 

能
美
市
立
粟
生
保
育
園
、
寺
井
保
育
園
の
下
請
工
事
は
政
治
倫
理
に
違
反 

―

QA

QA

QA

▲飛行訓練に向かう自衛隊機

▲市民からの公募で作成された
　議会定例会開催案内ポスター

▲乗り合わせで市内の特定エリアに
　移動できるデマンド交通



能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。

編 集 後 記

広報特別委員会　　委員長：嵐 　昭夫　　副委員長：開道 昌信　　委員：田中 策次郎、橋本 崇史、田中 大佐久、仙台 謙三

この９月議会は 27 年度の補正予算に加え、議会の大
きな役割である決算認定を審査する定例会でした。平
成 26 年度能美市一般会計では歳入歳出の実質収支は４
億 4913 万の黒字決算となりました。しかし今後は普
通交付税の大幅な減額が予想され、決して安閑とする
状況ではないと考えます。将来の世代に出来る限り負

担を負わせることの無い自治体運営が求められます。
今回 13 人の議員が一般質問に立ち、それぞれが市の課
題に問いかけました。地方創生元年と言われる本年、
能美市においても多様な視点で議員・議会からの豊か
な発案が求められます。今後も議員一人一人が切磋琢
磨し市政の発展に取り組んでまいります。（田中策次郎）

『のみだより』へのご意見・ご感想や能美市
議会へのご意見などございましたら、下記の
宛先までお寄せください。

ご意見・ご感想
検索能美市議会映像配信

第47号　能美市議会だより 16

〒923-1297 能美市来丸町 1110 番地
能美市議会事務局
Ｔ Ｅ Ｌ：（0761）58-2240
Ｆ Ａ Ｘ：（0761）58-2295
Ｅ-mail：gikai@city.nomi.lg.jp

本会議の録画映像を
HPで配信しています

皆さまお気軽に傍聴に
お越しください

平成27年

12月定例会のお知らせ
（会期：12月1日～12月18日）

●12月 １日㈫ 提案理由説明
●12月 ８日㈫ 一般質問
●12月 ９日㈬ 一般質問
●12月18日㈮ 委員長報告、
 討論、採決

７月

９月

８月

こんな活動していますこんな活動しています
総　務…総務常任委員会 議　運…議会運営委員会 基　地…基地対策特別委員会
産　経…産業経済常任委員会 全　協…議会全員協議会 交　通…交通対策特別委員会
教　福…教育福祉常任委員会 広　報…広報特別委員会 活性化…議会の活性化に関する検討会

  2日～3日
 基地視察（航空自衛隊松島基地）
  6日 広報（議会だより46号の編集）
 視察受入（定住促進、子育て支援：山口県長門市）
  7日 視察受入（学力向上対策：滋賀県甲賀市）
  8日 議運（第３回会期日程他）
 視察受入（メモリーケアネットワーク：群馬県
 渋川市）
13日 広報（議会だより46号の再編集）
16日 活性化（議決事件の拡大）
17日 産経（各課報告）
 総務（各課報告）
22日 視察受入（人口減少対策：秋田県鹿角市）
27日 視察受入（土地利用制度：岡山県浅口市）
28日～29日
 広報視察（神奈川県小田原市、藤沢市、横浜市）

  7日 議運（予算決算常任委員会要綱説明）
 全協（　　　　　　〃　　　　　　）
14日 教福（各課報告）
18日 産経（各課報告）
19日 視察受入（能美根上駅周辺整備：長野県安曇野市）
25日 教福（勉強会）
 議運（第３回定例会会期日程）
 全協（　　　　  〃 　　　　）
27日 決算説明会

 活性化（議決事件の拡大）
28日 決算説明会
 産経（テーマ案協議）
31日 議運（一般質問発言順他）

  1日 議運（議事日程）
 全協（　 〃 　 ）
 本会議（開会、議案上程、提案理由説明）
  2日 基地（飛行教導群の移動）
  8日 議運（議事日程）
  全協（　 〃 　 ）
  本会議（一般質問）
  9日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）
 議運（政治倫理審査）
10日 予算決算常任委員会全体会
 総務、予算決算総務分科会（付託案件の審査）
11日 教福、予算決算教福分科会（付託案件の審査）
14日 産経、予算決算産経分科会（付託案件の審査）
 議運（政治倫理審査）
16日 予算決算常任委員会全体会
 議運（第４回定例会会期日程他）
17日 議運（議事日程）
 全協（　 〃 　 ）
 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）
 広報（議会だより47号のレイアウト案）


